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Ⅰ 調査の概要 

- 1 - 

１. 調査の目的 

本業務は明石市のあかしＳＤＧｓ推進計画（明石市第６次長期総合計画）、あかしＳＤＧｓ前期戦

略計画及び各個別計画の推進状況の検証に活用するとともに、今後の施策展開に活かしていくため、

明石のまちへの思いや市の取組に対する市民の満足度や市民の意識・行動等についての調査を行った。 

 

調査の内容 

問１ 明石のまちについて 

問２ 今後の明石のまちづくりについて 

問３ 市民の皆さまの意識や行動について 

問４ 転入のきっかけや考慮した住宅環境について 

問５ 今後のまちづくりに関するご意見・ご提案について（自由記述） 

問６ あなた自身について（回答者の属性） 

 

２. 調査の方法等 

(１) 調査対象者 18歳以上の市民5,000人（住民基本台帳から単純無作為抽出） 

全市民対象 3,000人 

直近５年以内の転入者 2,000人 

(２) 調 査 方 法 郵送・インターネット調査 

(３) 調 査 期 間 令和６年12月12日（木）～令和７年１月17日（金） 

 

３. 回収結果 

 配布数 回答数 回収率 

全市民対象 3,000人 
1,862人 

（うちオンライン回答数：859人） 

62.1% 

（オンライン回収率：28.6％） 

直近５年以内の転入者 2,000人 
985人 

（うちオンライン回答数：661人） 

49.3％ 

（オンライン回収率：33.1％） 

合計 5,000人 
2,847人 

（うちオンライン回答数：1,520人） 

56.9％ 

（オンライン回収率：30.4％） 

 

【参考】前回（令和元年６月～７月実施） 

 配布数 回答数 回収率 

全市民対象 3,000人 2,097人 69.9％ 

直近５年以内の転入者 2,000人 1,168人 58.4％ 

合計 5,000人 3,265人 65.3％ 

 

 

※アンケート調査結果集計時の留意事項 

・設問毎の有効回答数は「ｎ＝○」と表示しており、回答比率はこれを100％として算出している。 

・本報告書の数表における比率は百分率で表し、小数点以下第2位を四捨五入しているため、百分率

の合計が100％にならない場合がある。 

・複数回答の設問については、選択肢ごとに回答比率を算出しており、回答比率を合計しても100％

にならない。 

 

 



 

Ⅱ 回答者の属性 （問６ あなた自身について） 
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回答者の性別は、「女性」が58.1％、「男性」が38.0％であった（図1-1参照）。 

 

回答者の年齢は、「50歳代」が最も多く19.6％、次いで「60歳代」、「70歳代」が18.0％であった

（図1-2参照）。なお、市の実際の人口の年齢構成比と比較すると、40歳代から70歳代までの回答割

合が高かった（表1-1参照）。 

 

回答者の世帯の子どもは小学生が最も多く13.2％、次いで未就学児が10.0％、高校・高専生が

7.9％であった。（図1-3参照）。 

 

結婚を「している」回答者は71.7％、「していない」は24.1％であった。 

また、「していないが、いずれはしたい」は4.2％であった（図1-4参照）。 

 

図1-1 回答者の性別    図1-2 回答者の年齢 

  

 

 

表1-1 回答者の年齢構成と市全体の年齢構成の比率 

 回答者（①） 明石市人口（②） 差分（①－②） 

10歳代 0.3% 2.1％ -1.8％ 

20歳代 4.0% 11.4％ -7.4％ 

30歳代 11.4% 14.6％ -3.2％ 

40歳代 17.8% 15.9％ 1.9％ 

50歳代 19.6% 17.6％ 2.0％ 

60歳代 18.0% 13.0％ 5.0％ 

70歳代 18.0% 14.2％ 3.8％ 

80歳以上 8.9% 11.1％ -2.2％ 

無回答 2.0% － － 

対象者総数 1,862人 255,777人  

※明石市人口は、住民基本台帳人口（R6.12.1現在）。 

 

男性

38.0%

(708人)

女性

58.1%

(1,081人)

その他

0.2%

(3人)

回答しない

1.1%

(13人)

無回答

3.1%

(57人)

10歳代

0.3%

(5人)

20歳代

4.0%

(74人)

30歳代

11.4%

(213人)

40歳代

17.8%

(332人)
50歳代

19.6%

(365人)

60歳代

18.0%

(335人)

70歳代

18.0%

(336人)

80歳以上

8.9%

(165人)

無回答

2.0%

(37人)
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図1-3 回答者の世帯の子ども（複数回答） 

 

 

※対象となる子どもがいると答えた回答者の割合と人数 

 

 

図1-4 結婚等（事実婚・パートナーシップ・ファミリー関係を含む）について 

 

 

 

している

71.7%

(1,242人)

していないが、

いずれはしたい

4.2%

(73人)

していない

24.1%

(418人)

％

未就学児（小学校就学前の子ども）

小学生

中学生

高校・高専生

大学・専門学校生

その他

10.0％

（187人）
13.2％

（246人）
7.5％

（140人）
7.9％

（147人）
2.4％

（45人）
5.2％

（97人）

0 15



 

Ⅲ 調査の結果 
１）明石のまちについて（問１） 
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１. 調査目的 

まちづくりの進捗状況及び市民意識を把握するため、明石のまちへの思いや地域の生活環境に関す

る意識について調査を行った。 

２. 各設問の集計結果 

問１―１ 明石のまちに愛着を感じていますか？ 

 

①全体集計 

 

「おおいに感じている」が 58.9％であ

り、次いで「少し感じている」が 32.2％

であった。「おおいに感じている」と「少

し感じている」を合わせると９割を超え

た。 

前回と比較して、「おおいに感じてい

る」と「少し感じている」の合計割合が

0.3ポイント高くなった。 

 

②年代別集計

 
 

③前回比較集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおいに

感じている

58.9%

(1,096人)

少し感じている

32.2%

(600人)

あまり感じていない

3.2%

(60人)

まったく感じていない

0.5%

(9人)

どちらとも言えない

2.6%

(48人)

無回答

2.6%

(49人)

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

58.9

54.8

32.2

36.0

3.2

3.5

0.5

0.7

2.6

4.1

2.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=1,862 

おおいに感じている 少し感じている あまり感じていない まったく感じていない どちらとも言えない 無回答

おおいに感じている 少し感じている あまり感じていない まったく感じていない どちらとも言えない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

80.0

62.2

58.7

57.8

58.9

53.1

61.9

66.7

48.6

20.0

33.8

35.2

32.8

32.6

34.9

30.1

26.7

24.3

2.3

3.9

3.6

4.2

3.0

1.8

5.4

1.4

0.9

0.5

2.7

4.1

1.4

2.1

2.2

4.5

1.8

1.8

8.1

0.9

2.4

2.2

3.3

3.3

3.0

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問１―２ お住まいの地域は住みやすいですか？ 

 

①全体集計 

 

「たいへん住みやすい」が 39.1％、

「どちらかと言えば、住みやすい」が

51.9％で、合わせると９割を超えた。 

前回と比較して、「たいへん住みやす

い」と「どちらかと言えば、住みやすい」

の合計割合が 0.2ポイント低くなった。 

 

 

②年代別集計 

 

 

③前回比較集計 

 

  

たいへん住みやすい

39.1%

(728人)

どちらかと言えば、住みやすい

51.9%

(966人)

どちらかと言えば、住みにくい

3.4%

(63人)

たいへん住みにくい

0.4%

(8人)

どちらとも言えない

2.5%

(47人)

無回答

2.7%

(50人)

n=1,862 

たいへん住みやすい どちらかと言えば、住みやすい どちらかと言えば、住みにくい たいへん住みにくい どちらとも言えない 無回答

たいへん住みやすい どちらかと言えば、住みやすい どちらかと言えば、住みにくい たいへん住みにくい どちらとも言えない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

39.1

36.9

51.9

54.3

3.4

3.7

0.4

0.6

2.5

4.1

2.7

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

80.0

40.5

39.4

42.8

41.1

34.0

36.0

44.2

27.0

20.0

52.7

56.8

50.0

51.0

52.2

55.1

46.7

43.2

2.7

1.4

2.7

2.7

5.7

2.7

4.8

8.1

0.9

0.5

0.6

0.3

2.7

1.4

1.2

2.2

4.2

2.7

1.8

10.8

1.4

0.9

2.4

2.5

3.3

3.3

2.4

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問１―３ お住まいの地域に今後も住み続けたいと思いますか？ 

 

①全体集計 

 

「今後も住み続けたい」が最も多く

79.4％で、「市内の他の地域に移りたい」

と合わせると８割を超えた。 

前回と比較して、「今後も住み続けた

い」と「市内の他の地域に移りたい」の合

計割合が 1.9ポイント高くなった。 

 

 

②年代別集計 

 

 

 

③前回比較集計 

 

  

今後も住み続けたい

79.4%

(1,479人)

市内の他の

地域に移りたい

4.2%

(79人)

市外に移りたい

1.8%

(33人)

わからない

11.8%

(220人)

無回答

2.7%

(51人)

n=1,862 

今後も住み続けたい 市内の他の地域に移りたい 市外に移りたい わからない 無回答

今後も住み続けたい 市内の他の地域に移りたい 市外に移りたい わからない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

79.4

76.9

4.2

4.8

1.8

3.3

11.8

14.2

2.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

80.0

77.0

79.8

78.9

75.3

75.2

85.7

89.7

62.2

5.4

5.6

1.5

6.0

6.3

3.9

0.6

2.7

4.1

1.9

2.7

1.9

1.8

0.3

1.8

20.0

13.5

11.3

14.5

14.2

12.8

7.1

5.5

24.3

1.4

2.4

2.5

3.9

3.0

2.4

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問１―４ 明石のまちの誇れるところはどこにあると思いますか？(３つまで選択) 

 

①全体集計 

「自然災害の少なさ、温暖な気候」が最も多く 60.3％、次いで「海岸線や海の景観」が

51.0％、「交通の利便性」が 44.8％、「子育て環境の良さ」が 41.2％であった。 

前回と比較すると、「子育て環境の良さ」が高くなっている。 

 

 

②年代別集計 

年代別に見ると、50 歳未満ではすべての年代で「子育て環境の良さ」が最も多く、50 歳以上

ではすべての年代で「自然災害の少なさ、温暖な気候」が最も多かった。すべての年代で「海岸

線や海の景観」、「交通の利便性」、「タイやタコなど豊富な海産物」が５位までに入っていた。 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

10歳代 

(n=5) 

子育て環境の良さ 

（100.0%） 

海岸線や海の景観 

（60.0%） 

交通の利便性/自然災害の少なさ、温暖な
気候（40.0%） 

タイやタコなど豊富

な海産物/子午線が

通る時のまち/活発

な地域コミュニティ

活動（20.0%） 

20歳代 

(n=74) 

子育て環境の良さ 

（58.1%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（48.6%） 

海岸線や海の景観 

（47.3%） 

交通の利便性 

（44.6%） 

自然災害の少なさ、

温暖な気候（28.4%） 

30歳代前半 

(n=79) 

子育て環境の良さ 

（70.9%） 

海岸線や海の景観 

（48.1%） 

自然災害の少なさ、

温暖な気候（43.0%） 

交通の利便性 

（39.2%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（30.4%） 

30歳代後半 

(n=134) 

子育て環境の良さ

（70.1%） 

海岸線や海の景観 

（43.3%） 

交通の利便性 

（42.5%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（38.8%） 

自然災害の少なさ、

温暖な気候（35.1%） 

40歳代 

(n=332) 

子育て環境の良さ

（62.3%） 

海岸線や海の景観 

（51.5%） 

自然災害の少なさ、

温暖な気候（49.7%） 

交通の利便性 

（37.7%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（34.3%） 

50歳代 

(n=365) 

自然災害の少なさ、

温暖な気候（60.8%） 

海岸線や海の景観 

（52.3%） 

交通の利便性 

（43.3%） 

子育て環境の良さ 

（36.2%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（35.3%） 

60歳代 

(n=335) 

自然災害の少なさ、

温暖な気候（64.8%） 

海岸線や海の景観 

（51.9%） 

交通の利便性 

（48.7%） 

子育て環境の良さ 

（34.0%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（30.1%） 

70歳代 

(n=336) 

自然災害の少なさ、

温暖な気候（77.7%） 

海岸線や海の景観 

（53.6%） 

交通の利便性 

（50.3%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（24.1%） 

子育て環境の良さ 

（23.8%） 

80歳以上 

(n=165) 

自然災害の少なさ、

温暖な気候（77.0%） 

海岸線や海の景観 

（52.1%） 

交通の利便性 

（47.3%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（29.1%） 

子午線が通る時のま

ち（19.4%） 
  

※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=1,862 に

ならず、回答割合の合計も 100％にならない。 

％

海岸線や海の景観

タイやタコなど豊富な海産物

明石原人、城下町などの歴史

子午線が通る時のまち

交通の利便性

盛んな文化芸術活動やスポーツ活動

活発な地域コミュニティ活動

子育て環境の良さ

自然災害の少なさ、温暖な気候

その他

無回答

51.0％（950人）

31.9％（594人）

3.3％（61人）

17.6％（328人）

44.8％（834人）

1.5％（28人）

3.7％（69人）

41.2％（767人）

60.3％（1,122人）

1.1％（20人）

3.7％（69人）

50.7％（1,063人）

36.9％（774人）

5.2％（108人）

25.3％（530人）

45.9％（962人）

2.6％（54人）

4.0％（83人）

29.9％（628人）

66.4％（1,393人）

2.1％（45人）

1.5％（120人）

0 20 40 60 80

今回 前回
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問１―５ お住まいの地域の生活環境について、どう感じていますか？ 

 

(1)結果概要 

地域の生活環境について、11の視点から、それぞれ「そう思う」、「どちらかと言えばそう思

う」、「どちらとも言えない」、「どちらかと言えばそう思わない」、「そう思わない」という選

択肢を設けて、現状を聞いた。 

その結果、「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせた割合が最も高かったのが、

「地震や台風、豪雨など自然災害が少ない」（87.6％）であり、次に「日常の買い物が便利である」

（83.6％）、「緑や海、公園など自然が豊かである」（83.1％）、「海産物、野菜など食がおいし

い」（80.5％）、「子育て環境がいい」（78.3％）であった。 

一方、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」を合わせた割合が最も高かったの

が、「会社や工場など働く場所が多い」（15.6％）であり、次に「電車やバス、道路など交通の利

便性が高い」（7.7％）、「病院など医療施設が充実している」（7.4％）であった。 

 

 
※「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が高い順に並べ替え。 

  

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

⑩地震や台風、豪雨など
　　自然災害が少ない

①日常の買い物が便利で
ある

⑥緑や海、公園など
　自然が豊かである

⑦海産物、野菜など食が
おいしい

⑤子育て環境が良い

②電車やバス、道路など
　交通の利便性が高い

⑧まちのイメージが良い

⑪治安が良い

③病院など医療施設が
充実している

④学校の教育環境が良い

⑨会社や工場など働く
場所が多い

52.3

49.1

40.0

38.2

39.2

40.2

29.8

27.3

28.9

19.0

8.0

35.3

34.5

43.1

42.3

39.1

37.8

46.1

47.6

42.6

39.4

29.6

8.5

8.2

11.4

15.1

15.6

12.4

17.6

19.2

18.6

32.6

43.4

1.1

3.5

1.6

1.2

1.0

4.6

2.6

2.7

5.1

2.4

10.7

0.9

2.4

1.3

0.9

1.1

3.1

1.1

1.2

2.3

2.5

4.9

1.9

2.3

2.6

2.3

4.0

2.0

2.8

2.0

2.5

4.1

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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(2)各項目の集計結果 

 

① 日常の買い物が便利である 

 

①全体集計 

「そう思う」が最も多く 49.1％であり、次いで「どちらかと言えばそう思う」で 34.5％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると約８割を占めた。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が少し高くなった。 

 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

80歳以上を除くすべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が８割を

超えた。80歳以上では、75.8%であった。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代が１割に満たなかった。 

 

 

  

そう思う

49.1%

(915人)

どちらかと言えばそう思う

34.5%

(642人)

どちらとも言えない

8.2%

(152人)

どちらかと言えばそう思わない

3.5%

(65人)

そう思わない

2.4%

(45人)
無回答

2.3%

(43人)

そう思う

47.6%

(998人)

どちらかと言えばそう思う

33.1%

(695人)

どちらとも言えない

9.0%

(189人)

どちらかと言えばそう思わない

4.3%

(91人)

そう思わない

3.5%

(74人)

無回答

2.4%

(50人)

n=1,862 n=2,097 

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

20.0

48.6

46.9

49.4

51.5

45.4

53.3

50.3

32.4

80.0

36.5

41.3

38.9

31.5

36.1

31.0

25.5

32.4

9.5

7.0

6.0

8.8

8.7

6.5

10.9

24.3

4.1

2.3

3.0

4.4

4.5

2.7

4.2

1.4

1.4

1.8

2.5

3.3

2.7

2.4

5.4

0.9

0.9

1.4

2.1

3.9

6.7

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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② 電車やバス、道路など交通の利便性が高い 

 

①全体集計 

「そう思う」が最も多く 40.2％であり、次いで「どちらかと言えばそう思う」が 37.8％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると約８割であった。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が少し高くなった。 

 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が７割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、60歳代、80

歳以上が１割を超えており、他の年代と比べて少し高かった。 

 

 

 

  

そう思う

40.2%

(748人)

どちらかと言えばそう思う

37.8%

(704人)

どちらとも言えない

12.4%

(231人)

どちらかと言えばそう思わない

4.6%

(85人)

そう思わない

3.1%

(57人)

無回答

2.0%

(37人)

そう思う

40.3%

(845人)

どちらかと言えばそう思う

35.5%

(744人)

どちらとも言えない

12.7%

(267人)

どちらかと言えばそう思わない

5.3%

(112人)

そう思わない

4.3%

(90人)

無回答

1.9%

(39人)

n=1,862 n=2,097 

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

40.0

47.3

37.1

41.6

38.4

37.9

44.6

40.0

29.7

60.0

35.1

42.3

40.7

39.7

37.9

31.3

37.0

32.4

9.5

12.7

12.0

13.2

12.2

14.6

6.1

24.3

5.4

5.6

1.5

4.4

6.6

4.5

6.1

2.7

2.7

1.4

3.6

3.6

3.6

1.5

4.8

5.4

0.9

0.6

0.8

1.8

3.6

6.1

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③ 病院など医療施設が充実している 

 

① 全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 42.6％であり、次いで「そう思う」が 28.9％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると７割を超えた。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が高くなった。 

 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が６割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代が１割に満たなかった。 

 

 
  

そう思う

28.9%

(538人)

どちらかと言えばそう思う

42.6%

(794人)

どちらとも言えない

18.6%

(347人)

どちらかと言えばそう思わない

5.1%

(95人)

そう思わない

2.3%

(42人)

無回答

2.5%

(46人)

そう思う

27.6%

(579人)

どちらかと言えばそう思う

40.7%

(853人)

どちらとも言えない

21.9%

(459人)

どちらかと言えばそう思わない

5.0%

(105人)

そう思わない

2.6%

(55人)

無回答

2.2%

(46人)

n=1,862 n=2,097 

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

40.0

44.6

21.6

27.4

27.9

24.8

34.5

34.5

21.6

60.0

31.1

46.0

44.0

45.2

43.3

42.6

35.8

32.4

14.9

21.1

19.3

17.8

21.5

14.6

17.6

32.4

8.1

7.5

5.4

5.5

4.5

3.6

3.6

5.4

1.4

2.3

3.0

2.2

3.3

0.6

1.8

5.4

1.4

0.9

1.4

2.7

4.2

6.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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④ 学校の教育環境が良い 

 

①全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 39.4％であり、次いで「どちらとも言えない」が

32.6％であった。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」合わせると約６割であった。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合がやや高くなった。 

 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が５割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代が１割に満たなかった。 

 

 

 

  

そう思う

19.0%

(354人)

どちらかと言えばそう思う

39.4%

(734人)

どちらとも言えない

32.6%

(607人)

どちらかと言えばそう思わない

2.4%

(44人)

そう思わない

2.5%

(47人)

無回答

4.1%

(76人)
そう思う

19.8%

(416人)

どちらかと言えばそう思う

37.5%

(787人)

どちらとも言えない

32.5%

(682人)

どちらかと言えばそう思わない

3.8%

(80人)

そう思わない

1.8%

(38人)

無回答

4.5%

(94人)

n=1,862 n=2,097 

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

80.0

17.6

14.6

20.5

17.3

18.2

20.2

24.8

13.5

20.0

39.2

39.0

37.0

41.1

39.7

43.2

36.4

27.0

40.5

37.1

34.0

36.2

33.4

26.8

21.8

40.5

3.8

4.2

1.6

1.8

0.3

3.0

10.8

2.7

4.2

3.0

2.2

3.9

0.6

1.2

2.7

1.4

1.2

1.6

3.0

8.9

12.7

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑤ 子育て環境が良い 

 

①全体集計 

「そう思う」が最も多く 39.2％であり、次いで「どちらかと言えばそう思う」が 39.1％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」合わせると約８割であった。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が約８ポイント高く

なった。 

 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が７割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代が１割に満たなかった。 

 

 
  

そう思う

39.2%

(729人)

どちらかと言えばそう思う

39.1%

(728人)

どちらとも言えない

15.6%

(291人)

どちらかと言えばそう思わない

1.0%

(19人)

そう思わない

1.1%

(20人)
無回答

4.0%

(75人)

そう思う

31.0%

(650人)

どちらかと言えばそう思う

39.7%

(833人)

どちらとも言えない

22.3%

(467人)

どちらかと言えばそう思わない

1.7%

(35人)

そう思わない

0.8%

(17人)

無回答

4.5%

(95人)

n=1,862 n=2,097 

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

100.0

51.4

47.4

47.0

36.7

33.1

31.8

41.2

24.3

32.4

33.8

35.8

42.7

44.5

41.4

32.1

43.2

12.2

15.0

13.9

16.7

17.6

17.0

10.9

24.3

2.7

0.5

1.5

0.5

0.6

0.6

3.0

1.4

0.9

0.9

1.6

1.8

0.6

2.7

2.3

0.9

1.6

2.4

9.2

12.1

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑥ 緑や海、公園など自然が豊かである 

 

①全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 43.1％であり、次いで「そう思う」が 40.0％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると８割を超えた。 

前回と比較して「そう思う」の割合が高くなった。 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が７割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代で１割に満たなかった。 

 

 
  

そう思う

40.0%

(745人)

どちらかと言えばそう思う

43.1%

(802人)

どちらとも言えない

11.4%

(213人)

どちらかと言えばそう思わない

1.6%

(30人)

そう思わない

1.3%

(24人)

無回答

2.6%

(48人)

そう思う

36.1%

(758人)

どちらかと言えばそう思う

42.4%

(890人)

どちらとも言えない

14.9%

(312人)

どちらかと言えばそう思わない

3.1%

(66人)

そう思わない

1.0%

(22人)

無回答

2.3%

(49人)

n=1,862 n=2,097 

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効上
n=37

80.0

45.9

36.6

41.3

35.1

34.3

45.5

52.1

27.0

20.0

45.9

52.6

41.9

49.3

42.4

37.8

30.3

45.9

5.4

7.0

11.1

12.6

17.3

9.8

8.5

16.2

1.4

2.3

2.1

0.5

1.8

2.1

0.6

2.7

1.4

0.5

2.7

1.1

1.2

0.6

1.2

2.7

0.9

0.9

1.4

3.0

4.2

7.3

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑦ 海産物、野菜など食がおいしい 

 

①全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 42.3％であり、次いで「そう思う」が 38.2％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると８割を超えた。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の割合が少し低くなった。 

 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が７割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代で１割に満たなかった。 

 

 

  

そう思う

38.2%

(711人)

どちらかと言えばそう思う

42.3%

(788人)

どちらとも言えない

15.1%

(281人)

どちらかと言えばそう思わない

1.2%

(22人)

そう思わない

0.9%

(17人)
無回答

2.3%

(43人)

そう思う

38.5%

(807人)

どちらかと言えばそう思う

42.7%

(895人)

どちらとも言えない

15.3%

(320人)

どちらかと言えばそう思わない

1.0%

(21人)

そう思わない

0.5%

(11人)

無回答

2.1%

(43人)

n=1,862 

n=2,097 

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

80.0

50.0

36.6

39.5

35.6

34.0

38.7

45.5

32.4

20.0

29.7

45.1

41.9

46.8

44.8

43.8

30.3

32.4

18.9

15.0

15.4

15.3

17.0

11.6

13.9

24.3

1.4

0.5

1.2

0.3

1.2

1.5

3.0

2.7

1.9

1.5

0.8

0.3

0.6

0.6

2.7

0.9

0.6

1.1

2.7

3.9

6.7

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑧ まちのイメージが良い 

 

①全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 46.1％であり、次いで「そう思う」が 29.8％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると 75.9％であった。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が約 13 ポイント高

くなった。 

 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が６割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代で１割に満たなかった。 

 

 
  

そう思う

29.8%

(554人)

どちらかと言えばそう思う

46.1%

(859人)

どちらとも言えない

17.6%

(328人)

どちらかと言えばそう思わない

2.6%

(48人)

そう思わない

1.1%

(20人)

無回答

2.8%

(53人)
そう思う

20.5%

(429人)

どちらかと言えばそう思う

42.4%

(889人)

どちらとも言えない

28.4%

(596人)

どちらかと言えばそう思わない

4.5%

(94人)

そう思わない

1.8%

(37人)

無回答

2.5%

(52人)

n=1,862 n=2,097 

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

100.0

41.9

36.2

33.4

27.4

26.9

26.5

27.3

16.2

35.1

45.5

47.3

49.9

48.1

46.1

39.4

43.2

20.3

14.6

13.9

16.2

18.8

20.5

21.2

27.0

2.7

1.9

3.0

3.0

2.4

2.1

2.4

5.4

0.9

1.2

1.6

1.2

0.6

5.4

0.9

1.2

1.9

2.7

4.2

9.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑨ 会社や工場など働く場所が多い 

 

①全体集計 

「どちらとも言えない」が最も多く43.4％であった。「そう思う」と「どちらかと言えばそう

思う」を合わせると約４割であり、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合

計を上回った。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の割合が高くなった。 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

20 歳代、60 歳代、70 歳代、80 歳以上を除く年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思

う」の合計が４割を超えた。20歳代、60歳代、70歳代、80歳以上では、約３割であった。 

一方で、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、10歳代が

40.0％で、他の年代に比べて高かった。 

 

 
  

そう思う

8.0%

(149人)

どちらかと言えばそう思う

29.6%

(551人)

どちらとも言えない

43.4%

(809人)

どちらかと言えばそう思わない

10.7%

(199人)

そう思わない

4.9%

(92人)

無回答

3.3%

(62人)

そう思う

7.3%

(153人)

どちらかと言えばそう思う

26.2%

(549人)

どちらとも言えない

44.3%

(929人)

どちらかと言えばそう思わない

14.1%

(295人)

そう思わない

5.0%

(105人)

無回答

3.1%

(66人)

n=1,862 n=2,097 

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

20.0

13.5

14.1

9.6

7.1

3.3

7.7

6.1

8.1

40.0

23.0

31.0

31.6

34.2

30.4

25.0

25.5

21.6

45.9

37.1

41.0

44.1

47.5

47.0

40.6

40.5

40.0

12.2

10.3

9.0

9.9

10.7

11.3

13.3

10.8

5.4

6.6

7.5

3.3

5.1

2.7

4.8

8.1

0.9

1.2

1.4

3.0

6.3

9.7

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑩ 地震や台風、豪雨など自然災害が少ない 

 

①全体集計 

「そう思う」が最も多く 52.3％であり、次いで「どちらかと言えばそう思う」が 35.3％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると約９割であった。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が高くなった。 

 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が７割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代で１割に満たなかった。 

 

 

  

そう思う

52.3%

(973人)

どちらかと言えばそう思う

35.3%

(657人)

どちらとも言えない

8.5%

(159人)

どちらかと言えばそう思わない

1.1%

(20人)

そう思わない

0.9%

(17人)

無回答

1.9%

(36人)

そう思う

49.1%

(1,030人)

どちらかと言えばそう思う

37.1%

(777人)

どちらとも言えない

10.2%

(214人)

どちらかと言えばそう思わない

1.5%

(31人)

そう思わない

0.6%

(13人)

無回答

1.5%

(32人)

n=1,862 n=2,097 

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

80.0

48.6

47.4

47.3

52.9

49.3

59.8

59.4

48.6

20.0

27.0

37.6

39.8

35.6

36.4

31.5

29.7

45.9

21.6

11.7

9.9

7.4

10.7

4.2

4.2

2.7

2.7

0.9

0.6

1.9

0.6

1.5

1.4

1.2

1.1

1.2

1.2

0.9

1.2

1.1

1.8

3.0

5.5

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑪ 治安が良い 

 

①全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 47.6％であり、次いで「そう思う」が 27.3％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると７割を超えた。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が高くなった。 

 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が６割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代で１割に満たなかった。 

 

 

  

そう思う

27.3%

(508人)

どちらかと言えばそう思う

47.6%

(886人)

どちらとも言えない

19.2%

(358人)

どちらかと言えばそう思わない

2.7%

(50人)

そう思わない

1.2%

(23人)

無回答

2.0%

(37人)

そう思う

23.7%

(497人)

どちらかと言えばそう思う

46.6%

(977人)

どちらとも言えない

22.2%

(466人)

どちらかと言えばそう思わない

3.9%

(82人)

そう思わない

1.7%

(35人)

無回答

1.9%

(40人)

n=1,862 n=2,097 

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

60.0

25.7

21.1

22.9

26.3

22.4

36.6

36.4

29.7

20.0

41.9

52.1

49.1

47.7

49.0

44.9

41.2

62.2

20.0

27.0

19.7

22.6

18.9

22.1

14.3

16.4

5.4

5.4

5.2

3.3

3.8

1.8

1.2

0.9

1.2

2.2

2.7

0.9

0.9

1.1

2.1

3.0

6.1

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

Ⅲ 調査の結果 
２）今後の明石のまちづくりについて（問２） 
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１. 調査目的 

本市が進めてきたまちづくりの成果と課題について明らかにするとともに、今後の施策展開の参考

にするため、「ここ数年、良くなった施策分野」、「今後、強く推進すべき施策分野」に関する調査

を行った。 

 

２. 集計結果 

①全体集計 

● ここ数年、良くなった分野（施策に対する満足度）（３つまで選択） 

ここ数年、良くなった分野は、「子育て環境の充実」が最も多く 62.5％、次に「本のまちの

推進」が 17.4％、「地域福祉の推進」が 12.8％であった。 

 

※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=１,862 に

ならず、回答割合の合計も 100％にならない。 

％

①地域福祉の推進

②高齢者支援の充実

③元気高齢者への活動支援の充実

④障害者福祉の充実

⑤子育て環境の充実

⑥地域医療の充実

⑦健康づくりの推進

⑧学校教育の充実

⑨青少年の健全育成

⑩スポーツの振興

⑪文化芸術の振興

⑫生涯学習の推進

⑬本のまちの推進

⑭商工業の振興

⑮農業の振興

⑯水産業の振興

⑰観光の振興

⑱就労・勤労者の支援

⑲防災・生活安全対策の推進

⑳消防・救急の充実

㉑環境の保全と創造

㉒人権の尊重・共生社会の推進

㉓コミュニティづくりの推進

㉔都市間交流・国際交流の推進

㉕良好な都市環境の整備

㉖交通体系の構築

㉗海辺の利活用の推進

㉘公園の整備・緑化の推進

㉙住環境の充実

㉚下水道の整備

㉛安全安心な水の安定供給（上水道）

㉜その他

12.8％（239人）

12.0％（224人）

5.8％（108人）

4.6％（86人）

62.5％（1,163人）

7.5％（140人）

5.9％（110人）

8.3％（154人）

0.9％（17人）

2.2％（41人）

1.8％（33人）

1.9％（35人）

17.4％（324人）

1.1％（21人）

0.4％（8人）

1.2％（23人）

3.8％（71人）

2.0％（37人）

3.9％（72人）

5.5％（102人）

1.0％（18人）

3.4％（63人）

6.2％（115人）

0.3％（5人）

7.2％（134人）

9.0％（168人）

3.1％（58人）

10.6％（198人）

2.7％（50人）

2.7％（50人）

4.6％（85人）

1.9％（36人）

0 20 40 60 80



 

- 21 - 

 
 
 

● 今後、強く推進すべき分野（施策の重要度）（３つまで選択） 

今後、強く推進すべき分野は、「高齢者支援の充実」が最も多く 26.6％、次に「安全安心な

水の安定供給（上水道）」が 21.4％、「地域医療の充実」が 19.8％であった。 

 

 

 

  

※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=1,862 に

ならず、回答割合の合計も 100％にならない。 

％

①地域福祉の推進

②高齢者支援の充実

③元気高齢者への活動支援の充実

④障害者福祉の充実

⑤子育て環境の充実

⑥地域医療の充実

⑦健康づくりの推進

⑧学校教育の充実

⑨青少年の健全育成

⑩スポーツの振興

⑪文化芸術の振興

⑫生涯学習の推進

⑬本のまちの推進

⑭商工業の振興

⑮農業の振興

⑯水産業の振興

⑰観光の振興

⑱就労・勤労者の支援

⑲防災・生活安全対策の推進

⑳消防・救急の充実

㉑環境の保全と創造

㉒人権の尊重・共生社会の推進

㉓コミュニティづくりの推進

㉔都市間交流・国際交流の推進

㉕良好な都市環境の整備

㉖交通体系の構築

㉗海辺の利活用の推進

㉘公園の整備・緑化の推進

㉙住環境の充実

㉚下水道の整備

㉛安全安心な水の安定供給（上水道）

㉜その他

8.6％（160人）

26.6％（496人）

7.8％（146人）

6.8％（127人）

13.3％（248人）

19.8％（369人）

6.0％（111人）

14.6％（271人）

4.3％（80人）

3.9％（72人）

3.0％（56人）

3.5％（66人）

2.7％（51人）

3.9％（72人）

5.4％（100人）

3.2％（59人）

8.9％（166人）

12.4％（231人）

12.8％（238人）

5.0％（94人）

4.1人（77人）

2.4％（44人）

3.7％（68人）

0.9％（17人）

7.4％（137人）

16.6％（310人）

5.2％（96人）

6.8％（127人）

4.8％（89人）

3.5％（65人）

21.4％（398人）

2.7％（51人）

0 20 40 60 80
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②年代別集計 

●ここ数年、良くなった分野 

すべての年代で「子育て環境の充実」が最も多く、10歳代から40歳代では７割以上が良くな

ったと回答した。また、すべての年代で「本のまちの推進」が上位５位以内に入った。 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

10歳代 

(n=5) 

子育て環境の充実 

（100.0%） 

地域福祉の推進/本のまちの推進 

（40.0%） 

青少年の健全育成/スポーツの振興/良好な

都市環境の整備（20.0%） 

20歳代 

(n=74) 

子育て環境の充実 

（70.3%） 

本のまちの推進 

（14.9%） 

学校教育の充実/良好な都市環境の整備 

（12.2%） 

交通体系の構築/公

園の整備・緑化の推

進（10.8%） 

30歳代 

(n=213) 

子育て環境の充実 

（75.1%） 

本のまちの推進 

（19.2%） 

地域福祉の推進 

（17.8%） 

公園の整備・緑化の

推進（12.7%） 

良好な都市環境の

整備 

（9.4%） 

40歳代 

(n=332) 

子育て環境の充実 

（74.4%） 

本のまちの推進 

（22.0%） 

公園の整備・緑化の

推進（15.4%） 

地域福祉の推進 

（14.5%） 

学校教育の充実 

（10.2%） 

50歳代 

(n=365) 

子育て環境の充実 

（69.3%） 

本のまちの推進 

（16.7%） 

高齢者支援の充実 

（12.9%） 

地域福祉の推進 

（11.0%） 

公園の整備・緑化の

推進（10.4%） 

60歳代 

(n=335) 

子育て環境の充実 

（64.2%） 

本のまちの推進 

（15.2%） 

高齢者支援の充実 

（13.7%） 

地域福祉の推進 

（12.8%） 

交通体系の構築 

（10.7%） 

70歳代 

(n=336) 

子育て環境の充実 

（47.0%） 

本のまちの推進 

（17.0%） 

高齢者支援の充実 

（16.1%） 

地域福祉の推進 

（10.7%） 

地域医療の充実 

（10.4%） 

80歳以上 

(n=165) 

子育て環境の充実 

（35.2%） 

高齢者支援の充実 

（18.8%） 

元気高齢者への活

動支援の充実 

（17.0%） 

本のまちの推進 

（14.5%） 

地域福祉の推進 

（12.7%） 

 

●今後、強く推進すべき分野 

10歳代では「コミュニティづくりの推進」が、20歳代から30歳代では「子育て環境の充実」

が、40歳代では「学校教育の充実」が、50歳代から70歳代では「高齢者支援の充実」が、80歳

以上では「安全安心な水の安定供給」の割合が最も多かった。 

また、10歳代を除くすべての年代で「地域医療の充実」が上位５位以内に入った。 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

10歳代 

(n=5) 

コミュニティづくりの

推進（60.0%） 

子育て環境の充実/学校教育の充実/観光の振興/就労・勤労者の支援 

（40.0%） 

20歳代 

(n=74) 

子育て環境の充実/地域医療の充実/就労・勤労者の支援 

（20.3%） 

学校教育の充実 

（17.6%） 

高齢者支援の充実 

（16.2%） 

30歳代 

(n=213) 

子育て環境の充実 

（38.0%） 

学校教育の充実 

（34.7%） 

地域医療の充実 

（19.2%） 

安全安心な水の安

定供給（17.4%） 

交通体系の構築 

（16.0%） 

40歳代 

(n=332) 

学校教育の充実 

（25.6%） 

高齢者支援の充実 

（21.1%） 

地域医療の充実 

（19.9%） 

子育て環境の充実 

（19.3%） 

安全安心な水の安

定供給（17.5%） 

50歳代 

(n=365) 

高齢者支援の充実 

（33.4%） 

地域医療の充実 

（22.7%） 

安全安心な水の安

定供給（18.4%） 

交通体系の構築 

（17.5%） 

防災・生活安全対策

の推進（15.1%） 

60歳代 

(n=335) 

高齢者支援の充実 

（37.9%） 

安全安心な水の安

定供給（24.2%） 

地域医療の充実 

（21.8%） 

交通体系の構築 

（20.0%） 

防災・生活安全対策

の推進（13.7%） 

70歳代 

(n=336) 

高齢者支援の充実 

（28.3%） 

安全安心な水の安

定供給（26.2%） 

交通体系の構築 

（20.5%） 

地域医療の充実 

（17.0%） 

防災・生活安全対策

の推進（14.3%） 

80歳以上 

(n=165) 

安全安心な水の安

定供給（27.3%） 

高齢者支援の充実 

（22.4%） 

地域医療の充実 

（15.8%） 

交通体系の構築 

（12.7%） 

地域福祉の推進/防

災・生活安全対策の

推進（9.7%） 
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③前回比較集計 

● ここ数年、良くなった分野 

ここ数年、良くなった分野では「子育て環境の充実」の割合が高くなり、5.1 ポイント高く

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「その他」の選択肢はありませんでした。 
  

今回 前回

％

①地域福祉の推進

②高齢者支援の充実

③元気高齢者への活動支援の充実

④障害者福祉の充実

⑤子育て環境の充実

⑥地域医療の充実

⑦健康づくりの推進

⑧学校教育の充実

⑨青少年の健全育成

⑩スポーツの振興

⑪文化芸術の振興

⑫生涯学習の推進

⑬本のまちの推進

⑭商工業の振興

⑮農業の振興

⑯水産業の振興

⑰観光の振興

⑱就労・勤労者の支援

⑲防災・生活安全対策の推進

⑳消防・救急の充実

㉑環境の保全と創造

㉒人権の尊重・共生社会の推進

㉓コミュニティづくりの推進

㉔都市間交流・国際交流の推進

㉕良好な都市環境の整備

㉖交通体系の構築

㉗海辺の利活用の推進

㉘公園の整備・緑化の推進

㉙住環境の充実

㉚下水道の整備

㉛安全安心な水の安定供給（上水道）

㉜その他

12.3％

10.2％

4.6％

3.9％

65.0％

7.5％

5.0％

8.3％

0.9％

1.7％

1.5％

1.7％

15.7％

1.2％

0.5％

1.3％

4.0％

1.6％

3.2％

4.2％

1.0％

3.1％

5.9％

0.2％

6.9％

9.0％

4.2％

11.6％

2.6％

2.2％

3.7％

2.5％

9.1

12.5％

7.7％

7.8％

4.4％

59.9％

8.9％

7.4％

8.4％

1.0％

3.1％

2.2％

3.1％

18.8％

2.4％

0.7％

1.2％

9.4％

1.0％

8.2％

5.9％

1.2％

1.0％

6.8％

0.3％

14.1％

13.2％

2.8％

6.3％

2.6％

4.1％

9.0％

－

0 10 20 30 40 50 60 70
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● 今後、強く推進すべき分野 

今後、強く推進すべき分野では「安全安心な水の安定供給（上水道）」の割合が高くなり、

13.0ポイント高くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「その他」の選択肢はありませんでした。 

 

今回 前回

％

①地域福祉の推進

②高齢者支援の充実

③元気高齢者への活動支援の充実

④障害者福祉の充実

⑤子育て環境の充実

⑥地域医療の充実

⑦健康づくりの推進

⑧学校教育の充実

⑨青少年の健全育成

⑩スポーツの振興

⑪文化芸術の振興

⑫生涯学習の推進

⑬本のまちの推進

⑭商工業の振興

⑮農業の振興

⑯水産業の振興

⑰観光の振興

⑱就労・勤労者の支援

⑲防災・生活安全対策の推進

⑳消防・救急の充実

㉑環境の保全と創造

㉒人権の尊重・共生社会の推進

㉓コミュニティづくりの推進

㉔都市間交流・国際交流の推進

㉕良好な都市環境の整備

㉖交通体系の構築

㉗海辺の利活用の推進

㉘公園の整備・緑化の推進

㉙住環境の充実

㉚下水道の整備

㉛安全安心な水の安定供給（上水道）

㉜その他

8.0％

22.3％

6.4％

6.8％

20.0％

19.2％

5.8％

17.6％

4.1％

4.1％

3.0％

3.1％

3.0％

3.9％

4.9％

3.5％

8.6％

12.3％

12.7％

4.8％

3.9％

2.2％

3.4％

1.0％

8.0％

17.1％

5.6％

7.6％

4.7％

3.1％

18.9％

3.0％

6.6

7.4％

35.8％

7.2％

8.5％

9.1％

18.5％

5.7％

13.2％

6.1％

3.6％

3.2％

3.8％

2.1％

4.9％

3.7％

3.7％

12.2％

16.0％

17.0％

6.2％

6.2％

3.1％

4.3％

2.3％

9.9％

22.7％

5.9％

8.3％

6.1％

3.2％

5.9％

－

0 10 20 30 40 50 60 70
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３）市民の皆様の意識や行動について（問３） 
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１. 調査目的 

まちづくりの進捗状況の確認や今後の施策展開の参考とするため、市民の皆さまの意識や行動につ

いて調査を行った。 

なお、各設問のうち、前回調査（令和元年.６～７月実施）と同じ又は同内容のものについて、調

査結果の比較を行った。 

 

２. 各設問の集計結果 

【健康・福祉分野】 

① 支援が必要な高齢者や障害者などを地域で支え合う地域福祉活動が推進されていると感じま

すか？ 

 

「やや感じる」と答えた割合が

約４割で、「とても感じる」とあ

わせると約５割となった。 

 

 支援が必要な高齢者や障害者な

どを地域で支え合う地域福祉活動

が推進されていると感じるかを年

代別に見ると、60 歳代、70 歳代

では「とても感じる」と「やや感

じる」を合わせると約４割となっ

た。 

 

前回と比較して「とても感じ

る」、「やや感じる」の合計割合

が 6.9 ポイント高くなり、「あま

り感じない」、「まったく感じな

い」の合計が 8.4 ポイント低くな

った。 

 

 

とても感じる

5.4%

(101人)

やや感じる

44.0%

(820人)

あまり感じない

42.4%

(789人)

まったく感じない

4.7%

(87人)

無回答

3.5%

(65人)

n=1,862 

とても感じる やや感じる あまり感じない まったく感じない 無回答

とても感じる やや感じる あまり感じない まったく感じない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

5.4

4.4

44.0

38.1

42.4

50.8

4.7

4.7

3.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

20.0

8.1

5.6

6.3

4.1

3.6

4.5

9.1

10.8

60.0

45.9

51.6

44.3

45.8

40.6

40.2

44.2

40.5

20.0

43.2

37.6

42.5

43.3

46.9

44.6

33.9

37.8

2.7

4.7

6.0

3.8

7.2

3.3

2.4

5.4

0.5

0.9

3.0

1.8

7.4

10.3

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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② 普段の生活で何か困ったことがあったとき、相談できる人が地域にいますか？ 

 

「いる」と答えた割合が約５

割、「いない」と答えた割合が約

４割となった。 

 

 普段の生活で何か困ったことが

あったとき、相談できる人が地域

にいるかを年代別にみると、20歳

代では約７割、30歳代以降では５

～６割程度になった。 

 

前回と比較して、「いる」と答

えた割合は、2.6 ポイント低くな

った。 

 

  

いる

53.8%

(1,001人)

いない

42.7%

(795人)

無回答

3.5%

(66人)

n=1,862 

いる いない 無回答

いる いない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

53.8

56.4

42.7

41.9

3.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

80.0

73.0

59.6

58.1

53.2

46.6

50.9

53.9

35.1

20.0

25.7

39.9

41.0

44.4

51.0

42.6

33.9

59.5

1.4

0.5

0.9

2.5

2.4

6.5

12.1

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③ 日常生活の中で、健康のためによい生活習慣（食事や運動など）に取り組んでいますか？ 

 

「おおいに取り組んでいる」と

「ある程度取り組んでいる」の合

計は約７割であった。 

 日常生活の中で、健康のために

よい生活習慣（食事や運動など）

に取り組んでいるかを年代別にみ

ると、10 歳代、20 歳代、70 歳

代、80歳以上では約７～８割とな

った。 

 

前回と比較して大きな変化は見

られなかった。 

 

  

おおいに取り組んでいる

11.9%

(221人)

ある程度取り組んでいる

57.2%

(1,065人)

あまり取り組んでいない

25.2%

(469人)

まったく取り組んでいない

3.4%

(64人)

無回答

2.3%

(43人)

n=1,862 

おおいに取り組んでいる ある程度取り組んでいる あまり取り組んでいない

まったく取り組んでいない 無回答

おおいに取り組んでいる ある程度取り組んでいる あまり取り組んでいない

まったく取り組んでいない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

11.9

11.3

57.2

56.3

25.2

28.2

3.4

3.4

2.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

60.0

20.3

9.9

10.2

9.0

9.0

15.5

18.2

8.1

20.0

50.0

57.3

56.6

52.3

58.8

63.1

58.8

54.1

20.0

24.3

26.8

27.7

32.1

29.3

15.5

13.3

32.4

5.4

5.6

4.5

4.9

1.8

2.1

1.2

0.5

0.9

1.6

1.2

3.9

8.5

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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④-1 あなたの理想の子どもの数は何人ですか？ 

 

「２人」が最も多く 48.5％、次

に「３人」が 31.5％、「子どもは

欲しくない」が 6.4％であった。 

 

 あなたの理想の子どもの数は何人

かを年代別にみると、20 歳代～60

歳代は「２人」が約５割だった。 

 
前回と比較して「３人」の割合が

4.9ポイント低くなった。 

 

  

１人

4.2%

(78人)

２人

48.5%

(904人)
３人

31.5%

(587人)

４人

2.3%

(42人)

５人以上

0.6%

(11人)

子どもは欲しくない

6.4%

(119人)

無回答

6.5%

(121人)

n=1,862 

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 子どもは欲しくない（０人） 無回答

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 子どもは欲しくない（０人） 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

4.2

3.1

48.5

47.1

31.5

36.4

2.3

2.7

0.6

0.8

6.4

3.7

6.5

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

14.9

5.6

7.8

4.7

1.8

0.9

1.2

2.7

100.0

54.1

51.2

47.3

51.5

53.1

39.6

44.8

54.1

20.3

28.6

29.5

26.6

30.7

45.2

32.7

18.9

5.2

3.3

1.9

1.5

1.5

1.2

2.7

0.9

1.2

0.3

0.9

0.6

10.8

8.0

9.3

10.1

5.4

1.2

1.2

5.4

0.5

1.5

4.9

6.6

11.6

18.2

16.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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④-2 現在、子どもは何人いますか？ 

 

「２人」が最も多く 39.1％、次

に「０人」が 24.8％、「１人」が

16.3％であった。 

 

 現在、子どもは何人いるかを年

代別にみると、30 歳代、40 歳代

は「２人」が約４割だった。 

 前回と比較して「１人」の割合

が 3.8ポイント高くなった。 

   

１人

16.3%

(304人)

２人

39.1%

(728人)

３人

13.3%

(248人)

４人

1.8%

(34人)

５人以上

0.4%

(7人)

０人

24.8%

(461人)

無回答

4.3%

(80人)

n=1,862 

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 ０人 無回答

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 ０人 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

16.3

12.5

39.1

42.2

13.3

14.5

1.8

1.7

0.4

0.4

24.8

25.2

4.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

16.2

17.8

20.5

18.9

16.7

11.3

10.3

16.2

5.4

36.6

35.2

37.0

42.1

47.6

50.3

27.0

1.4

10.8

16.9

8.5

12.8

19.3

15.2

10.8

1.9

2.4

1.9

1.2

2.1

1.8

2.7

0.5

0.6

0.3

0.3

0.3

2.7

100.0

77.0

31.5

22.9

30.1

21.8

13.1

11.5

27.0

0.9

1.5

3.3

5.1

6.3

10.9

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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区分

回
答
者
数

（
件

）

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
り

す
ぎ
る

出
産
・
育
児
な
ど
に
対
し
て

、
職

場
の
理
解
や
協
力
が
得
に
く
い

家
事
・
育
児
な
ど
に
対
し
て

、
家

族
の
協
力
が
得
に
く
い

保
育
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
社
会
的
支

援
が
不
十
分

自
分
や
夫
婦
の
生
活
を
大
切
に
し

た
い

高
年
齢
で
の
育
児
へ
の
不
安

今
い
る
子
ど
も
に
手
が
か
か
る
か

ら 家
が
狭
い
か
ら

そ
の
他

特
に
な
し

無
回
答

全  体 1,862 67.8 23.3 19.1 21.9 10.6 15.5 7.2 11.4 6.0 7.8 7.0

１０歳代 5 100.0 40.0 － 80.0 － － 20.0 － － － －

２０歳代 74 81.1 24.3 16.2 28.4 13.5 1.4 8.1 9.5 6.8 8.1 －

３０歳代 213 73.7 27.7 16.9 28.2 15.0 15.0 16.9 15.0 6.6 6.1 0.9

４０歳代 332 69.3 26.8 22.6 18.1 15.4 28.6 11.1 10.5 7.5 3.6 2.4

５０歳代 365 68.8 21.4 21.4 19.5 11.5 19.5 5.5 9.3 9.3 7.1 4.9

６０歳代 335 69.6 28.4 19.4 26.3 6.3 11.0 3.9 12.5 4.8 9.6 5.7

７０歳代 336 65.8 20.2 19.6 19.9 6.5 8.6 3.6 11.9 2.7 7.7 14.3

８０歳以上 165 50.9 11.5 12.7 18.8 9.7 12.7 2.4 12.7 4.8 15.8 17.0

無回答・無効 37 59.5 13.5 8.1 13.5 8.1 5.4 13.5 5.4 2.7 13.5 21.6

 

⑤ 理想の子どもの数が、結果的に持てないことがあるとしたら、その原因は何である可能性が

高いですか？（※３つまで○） 

「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が最も多く 67.8％、次に「出産・育児などに対し

て、職場の理解や協力が得にくい」が 23.3％、「保育サービスなどの社会的支援が不十分」が

21.9％であった。 

その他の内訳は、「経済的な事情」、「身体健康上の事情」、「独身、未婚のため」などで

あった。 

 

 

理想の子どもの数が、結果的に持てないことがあるとしたら、その原因は何である可能性が

高かを年代別に見ると全年代で「子育てや教育にお金がかかりすぎる」の割合が５割を超えて

いた。 

 

 

 

 

 

 

％

子育てや教育にお金がかかりすぎる

出産・育児などに対して、職場の理解や協力が得にくい

家事・育児などに対して、家族の協力が得にくい

保育サービスなどの社会的支援が不十分

自分や夫婦の生活を大切にしたい

高年齢での育児への不安

今いる子どもに手がかかるから

家が狭いから

その他

特になし

無回答

67.8％（1,263人）

23.3％（433人）

19.1％（356人）

21.9％（407人）

10.6％（197人）

15.5％（288人）

7.2％（134人）

11.4％（213人）

6.0％（112人）

7.8％（146人）

7.0％（131人）

0 20 40 60 80 100

※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=1,862 に

ならず、回答割合の合計も 100％にならない。 
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前回と比較して「家事・育児などに対して、家族の協力が得にくい」が 4.2 ポイント、「自

分や夫婦の生活を大切にしたい」が 3.5 ポイント高くなった一方で、「保育サービスなどの社

会的支援が不十分」は 4.3ポイント低くなった。 

 

 

  

今回 前回

％

子育てや教育にお金がかかりすぎる

出産・育児などに対して、職場の理解や協力が得にくい

家事・育児などに対して、家族の協力が得にくい

保育サービスなどの社会的支援が不十分

自分や夫婦の生活を大切にしたい

高年齢での育児への不安

今いる子どもに手がかかるから

家が狭いから

その他

特になし

無回答

67.8％

23.3％

19.1％

21.9％

10.6％

15.5％

7.2％

11.4％

6.0％

7.8％

7.0％

65.7％

23.1％

14.9％

26.2％

7.1％

12.1％

5.6％

11.9％

18.5％

9.2％

7.8％

0 20 40 60 80 100
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⑥ 明石市で子育てをして、良かったと思う施策は何ですか。（※３つまで○） 

※18歳以下の子どもを持つ保護者のみ回答 

「高校生世代までのこども医療費無料化」が最も多く 75.3％、次に「中学校給食の無償化」

が 46.9％、「第２子以降の保育料の完全無料化」が 34.2％であった。 

 

 

 

明石市で子育てをして、良かったと思う施策は何かを年代別に見ると、「高校生世代までの

こども医療費無料化」は 80 歳以上を除くすべての年代で５割を超えていた。また、30 歳代で

は「第２子以降の保育料の完全無料化」が５割を超え、40 歳代、50 歳代では「中学校給食の

無償化」が５割を超えていた。 

 

 

  

％

高校生世代までのこども医療費無料化

第２子以降の保育料の完全無料化

公共施設（親子交流スペースハレハレ、
天文科学館等）の入場料無料化

小中学校での少人数学級の実施

中学校給食の無償化

小中学校でのエアコンの設置

妊娠・出産・子育てまで切れ目のない
相談支援パッケージ

おむつ定期便

地域のこども支援活動（こども食堂、
子育て支援センター等）

本のまちの推進（市立図書館の充実、
乳幼児への絵本のプレゼントなど）

こども夢応援プロジェクト

その他

特になし

無回答

75.3％（599人）

34.2％（272人）

13.2％（105人）

7.8％（62人）

46.9％（373人）

19.6％（156人）

4.6％（37人）

16.5％（131人）

3.5％（28人）

5.3％（42人）

1.9％（15人）

2.4％（19人）

12.2％（97人）

0.0％（0人）

0 20 40 60 80 100

区分

回
答
者
数

（
件

）

高
校
生
世
代
ま
で
の
こ
ど
も

医
療
費
無
料
化

第
２
子
以
降
の
保
育
料
の
完

全
無
料
化

公
共
施
設

（
親
子
交
流
ス

ペ
ー

ス
ハ
レ
ハ
レ

、
天
文
科

学
館
等

）
の
入
場
料
無
料
化

小
中
学
校
で
の
少
人
数
学
級

の
実
施

中
学
校
給
食
の
無
償
化

小
中
学
校
で
の
エ
ア
コ
ン
の

設
置

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
ま
で

切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援

パ

ッ
ケ
ー

ジ

お
む
つ
定
期
便

地
域
の
こ
ど
も
支
援
活
動

（
こ
ど
も
食
堂

、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

等

）

本
の
ま
ち
の
推
進

（
市
立
図

書
館
の
充
実

、
乳
幼
児
へ
の

絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

）

こ
ど
も
夢
応
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト そ
の
他

特
に
な
し

無
回
答

全  体 796 75.3 34.2 13.2 7.8 46.9 19.6 4.6 16.5 3.5 5.3 1.9 2.4 12.2 －

１０歳代 1 － － － － － － － 100.0 － － － － － －

２０歳代 29 69.0 34.5 17.2 3.4 20.7 6.9 10.3 44.8 3.4 － － － 17.2 －

３０歳代 156 84.0 55.1 19.9 7.1 35.9 10.9 6.4 34.0 2.6 3.2 － 1.3 5.1 －

４０歳代 257 87.5 37.0 12.8 9.3 58.4 25.3 2.7 10.5 4.7 7.0 0.8 1.2 5.4 －

５０歳代 165 73.9 20.6 13.3 6.1 51.5 25.5 6.1 7.3 4.2 6.1 2.4 2.4 14.5 －

６０歳代 72 56.9 29.2 11.1 8.3 36.1 13.9 1.4 19.4 － 1.4 2.8 2.8 27.8 －

７０歳代 71 56.3 18.3 7.0 12.7 43.7 16.9 7.0 8.5 4.2 8.5 7.0 8.5 16.9 －

８０歳以上 37 45.9 29.7 2.7 2.7 45.9 18.9 － 10.8 2.7 5.4 5.4 5.4 27.0 －

無回答・無効 8 37.5 25.0 － － 25.0 12.5 12.5 12.5 － － － － 50.0 －
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前回と比較して「小中学校でのエアコンの設置」は 9.3ポイント低くなった。 

また、「本のまちの推進（市立図書館の充実、乳幼児への絵本のプレゼントなど）」も 5.7

ポイント低くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「高校生世代までのこども医療費無料化」「小中学校での少人数学級の実施」

「中学校給食の無償化」「妊娠・出産・子育てまで切れ目のない相談支援パッケージ」「おむ

つ定期便」「こども夢応援プロジェクト」の選択肢はありませんでした。 

※前回調査では、「無回答」の記載はありませんでした。 

 

  

今回 前回

％

高校生世代までのこども医療費無料化

第２子以降の保育料の完全無料化

公共施設（親子交流スペースハレハレ、
天文科学館等）の入場料無料化

小中学校での少人数学級の実施

中学校給食の無償化

小中学校でのエアコンの設置

妊娠・出産・子育てまで切れ目のない
相談支援パッケージ

おむつ定期便

地域のこども支援活動（こども食堂、
子育て支援センター等）

本のまちの推進（市立図書館の充実、
乳幼児への絵本のプレゼントなど）

こども夢応援プロジェクト

その他

特になし

無回答

75.3％

34.2％

13.2％

7.8％

46.9％

19.6％

4.6％

16.5％

3.5％

5.3％

1.9％

2.4％

12.2％

0.0％

－

34.0％

14.0％

－

－

28.9％

－

－

5.1％

11.0％

－

2.4％

12.6％

－

0 20 40 60 80 100



 

- 34 - 

 

⑦ あなたの地域でこども食堂がどこで実施されているか知っていますか？ 

 

こども食堂を知っているのは全

体の８割を超えたものの、回答は

「こども食堂は知っているが、ど

こで実施されているかは知らな

い」が最も高く、約６割であっ

た。 

 

 あなたの地域でこども食堂がど

こで実施されているか知っている

かを年代別にみると、60 歳代で

「こども食堂は知っているが、ど

こで実施されているかは知らな

い」が７割を超えていた。 

  

知っているし

関わったことがある（参加も含む）

3.7%

(69人)

知っている

18.3%

(341人)

こども食堂は

知っているが、

どこで実施

されているかは

知らない

62.1%

(1,157人)

こども食堂が

どのようなものか知らない

10.5%

(196人)

無回答

5.3%

(99人)

n=1,862 

知っているし関わったことがある（参加も含む）

知っている

こども食堂は知っているが、どこで実施されているかは知らない

こども食堂がどのようなものか知らない

無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

20.0

1.4

6.6

7.8

3.0

1.5

1.8

2.4

2.7

20.0

12.2

24.4

31.3

15.3

12.8

14.9

15.2

2.7

60.0

64.9

56.8

52.4

69.9

72.5

63.1

46.7

64.9

20.3

10.8

6.0

9.6

9.9

11.3

17.0

10.8

1.4

1.4

2.4

2.2

3.3

8.9

18.8

18.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【教育・文化分野】 

⑧ 市立学校における学習指導に対して満足していますか 

※市立小・中学校、明石商業高校に通学する児童、生徒がいる保護者のみ回答 

 

「たいへん満足している」と「あ

る程度満足している」の合計が約７

割であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 市立学校における学習指導に対し

て満足しているかを年代別にみる

と、「たいへん満足している」と

「ある程度満足している」の合計

が、全年代で約７割となった。 

 

 前回と比較して「あまり満足して

いない」と「まったく満足していな

い」の合計が 5.6ポイント高くなっ

た。 

 

  

たいへん満足している

8.1%

(42人)

ある程度満足している

64.0%

(331人)

あまり満足していない

21.1%

(109人)

まったく満足していない

6.8%

(35人)

たいへん満足している ある程度満足している あまり満足していない

まったく満足していない 無回答

たいへん満足している ある程度満足している あまり満足していない

まったく満足していない 無回答

n=1,862 

今回
（n=517）

前回
（n=522）

8.1

8.2

64.0

69.5

21.1

16.9

6.8

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=4

２０歳代
n=19

３０歳代
n=108

４０歳代
n=200

５０歳代
n=99

６０歳代
n=40

７０歳代
n=27

８０歳以上
n=17

無回答・無効
n=3

25.0

10.5

9.3

9.5

5.1

7.5

3.7

5.9

75.0

68.4

64.8

59.5

64.6

60.0

74.1

88.2

100.0

5.3

20.4

23.5

23.2

27.5

14.8

5.9

15.8

5.6

7.5

7.1

5.0

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑨ 市立学校における学校教育の一層の充実に向けて、特に力を入れる必要があると思うことは

何ですか？（※３つまで○） 

「いじめ問題への対応」が最も多く39.9％、次に「学力向上に向けた取り組み」が33.0％、

「教員の資質・指導力の向上」が 30.6％であった。 

その他の内訳は、「教員の増員、負担軽減等環境向上」、「学校環境の改善」、「教育内容

の充実」などであった。 

 

市立学校における学校教育の一層の充実に向けて、特に力を入れる必要があると思うことは何か

を年代別に見ると、上位３位までに大きな違いはないが、10 歳代、20 歳代、60 歳代では「いじ

め問題への対応」が５割を超えている。 

 

    

％

学力向上に向けた取り組み

体力向上に向けた取り組み

いじめ問題への対応

不登校児童生徒への支援

学校施設・設備の充実

情報教育の充実及び環境整備

教員の資質・指導力の向上

体験学習の充実

防災教育の充実

特別支援教育（障害のある子どもの支援）の充実

英語教育の充実

その他

無回答

33.0％（615人）

21.5％（401人）

39.9％（743人）

20.6％（384人）

13.6％（253人）

10.2％（189人）

30.6％（570人）

11.9％（222人）

5.6％（104人）

8.1％（150人）

17.6％（328人）

2.8％（53人）

17.6％（328人）

0 10 20 30 40 50 60 70

※複数回答可のため、回答者数の合計は、 

n=1,862にならず、回答割合の合計も 

100％にならない。 

区分

回
答
者
数

（
件

）

学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

体
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

学
校
施
設
・
設
備
の
充
実

情
報
教
育
の
充
実
及
び
環
境
整
備

教
員
の
資
質
・
指
導
力
の
向
上

体
験
学
習
の
充
実

防
災
教
育
の
充
実

特
別
支
援
教
育

（
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
支
援

）
の
充
実

英
語
教
育
の
充
実

そ
の
他

無
回
答

全  体 1,862 33.0 21.5 39.9 20.6 13.6 10.2 30.6 11.9 5.6 8.1 17.6 2.8 17.6

１０歳代 5 60.0 20.0 60.0 20.0 40.0 20.0 － － － － 60.0 － －

２０歳代 74 32.4 16.2 54.1 20.3 25.7 16.2 28.4 13.5 5.4 6.8 20.3 2.7 4.1

３０歳代 213 40.8 28.6 45.1 20.2 21.6 11.7 29.6 14.1 5.6 5.2 11.7 3.8 11.7

４０歳代 332 44.3 25.0 31.3 19.9 15.7 12.7 29.5 14.5 7.2 10.2 24.7 4.8 8.4

５０歳代 365 32.1 22.7 39.7 20.8 15.1 11.5 32.1 11.8 5.5 6.6 16.4 3.3 15.9

６０歳代 335 30.1 20.3 50.1 22.1 12.2 8.4 34.3 11.3 5.4 11.0 15.5 2.4 14.3

７０歳代 336 24.7 17.3 38.7 22.9 7.7 7.4 33.6 10.7 4.8 7.4 18.5 1.8 25.6

８０歳以上 165 24.8 15.2 30.3 17.0 6.7 7.3 21.2 9.1 4.8 7.3 15.2 0.6 38.2

無回答・無効 37 32.4 27.0 18.9 10.8 2.7 5.4 21.6 5.4 5.4 5.4 10.8 － 45.9
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前回と比較して体力向上に向けた取り組み」は 4.5 ポイント高くなり、「学力向上に向けた

取り組み」は 5.9 ポイント、「教員の資質・指導力の向上」は 10.1ポイント低くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「いじめ問題への対応」の選択肢は「いじめ・不登校への対応」、「不登校児

童生徒への支援」の選択肢は「いじめ・不登校への対応」となっていました。 

※前回調査では、「情報教育の充実及び環境整備」「体験学習の充実」の選択肢はありませんで

した。 

 

  

今回 前回

％

学力向上に向けた取り組み

体力向上に向けた取り組み

いじめ問題への対応

不登校児童生徒への支援

学校施設・設備の充実

情報教育の充実及び環境整備

教員の資質・指導力の向上

体験学習の充実

防災教育の充実

特別支援教育（障害のある子ど
もの支援）の充実

英語教育の充実

その他

無回答

33.0％

21.5％

39.9％

20.6％

13.6％

10.2％

30.6％

11.9％

5.6％

8.1％

17.6％

2.8％

17.6％

38.9％

17.0％

－

－

12.7％

－

40.7％

－

6.2％

11.2％

16.9％

2.9％

13.0％

0 10 20 30 40 50 60 70
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⑩ この１年程度の間、生涯学習活動をしましたか？ 

 

「まったくしていない」と「あま

りしていない」の合計が約８割であ

った。 

 

 この１年程度の間、生涯学習活動

をしたかを年代別にみると、全年代

で「まったくしていない」と「あま

りしていない」の合計が５割を超え

ていた。 

 前回と比較して「まったくしてい

ない」の割合が 7.4ポイント低くな

った。 

 

  

よくした（月１回以上）

5.7%

(107人)
時々した（年に６回以上）

4.8%

(89人)

あまりしていない

16.3%

(303人)

まったくしていない

63.4%

(1,181人)

無回答

9.8%

(182人)

n=1,862 

よくした（月１回以上） 時々した（年に６回以上） あまりしていない

まったくしていない 無回答

よくした（月１回以上） 時々した（年に６回以上） あまりしていない

まったくしていない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

5.7

6.1

4.8

3.9

16.3

15.8

63.4

70.8

9.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

6.8

2.8

4.2

3.8

5.7

9.8

9.1

2.7

2.7

6.1

4.2

3.3

4.5

5.7

7.9

2.7

60.0

23.0

23.9

19.9

15.6

13.4

12.8

10.3

10.8

40.0

64.9

61.0

67.5

70.7

68.4

57.1

46.7

56.8

2.7

6.1

4.2

6.6

8.1

14.6

26.1

27.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑪ この１年程度の間、スポーツや運動（１回あたり30分程度以上）をしましたか？ 

 

「ほとんどしていない」が最も

多く 30.6％、次に「週に２～３

回」が 17.0％、「週に１回」が

11.7％であった。 

 

 この１年程度の間、スポーツや

運動（１回あたり 30 分程度以

上）をしたかを年代別にみると、

10 歳代、70 歳代で週に１回以上

の割合が５割を超えていた。 

 前回と比較して「ほとんどして

いない」の割合が 5.1 ポイント低

くなった。 

 

  

ほぼ毎日

9.8%

(182人) 週に４～５回

7.8%

(145人)

週に２～３回

17.0%

(316人)

週に１回

11.7%

(217人)

月に２～３回

7.7%

(144人)

年に数回

9.3%

(174人)

ほとんどしていない

30.6%

(569人)

無回答

6.2%

(115人)

n=1,862 

ほぼ毎日 週に４～５回 週に２～３回

週に１回 月に２～３回 年に数回

ほとんどしていない 無回答

ほぼ毎日 週に４～５回 週に２～３回

週に１回 月に２～３回 年に数回

ほとんどしていない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

9.8

9.8

7.8

7.9

17.0

15.6

11.7

10.8

7.7

9.0

9.3

9.2

30.6

35.7

6.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

20.0

14.9

7.5

6.6

7.4

9.9

15.5

11.5

2.7

8.1

5.2

4.8

6.8

9.0

10.4

9.7

16.2

20.0

12.2

12.7

15.1

16.4

17.6

22.6

17.6

13.5

20.0

12.2

10.3

13.3

13.7

9.3

11.0

10.3

16.2

40.0

13.5

11.3

11.1

4.9

8.4

4.2

5.5

5.4

14.9

15.5

14.8

11.0

6.9

3.0

4.2

2.7

23.0

34.7

32.8

36.4

34.6

23.5

20.0

21.6

1.4

2.8

1.5

3.3

4.5

9.8

21.2

21.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑫ この１年程度の間、文化芸術活動をしましたか？ 

 

「まったくしていない」と「あ

まりしていない」の合計が約７割

であった。 

 

 この１年程度の間、文化芸術活

動をしたかを年代別に見ると、

「よくした（月１回以上）」と

「時々した（年に６回以上）」の

合計が 10 歳代で８割となり、20

歳代で約４割、30歳代で約３割、

40 歳代～80 歳代以上で約２割と

なった。 

 前回と比較して大きな変化は見

られなかった。 

 

  

よくした（月に１回以上）

9.3%

(174人)

時々した（年に６回以上）

15.5%

(288人)

あまりしていない

27.8%

(518人)

まったくしていない

41.6%

(774人)

無回答

5.8%

(108人)

n=1,862 

よくした（月１回以上） 時々した（年に６回以上） あまりしていない

まったくしていない 無回答

よくした（月１回以上） 時々した（年に６回以上） あまりしていない

まったくしていない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

9.3

9.9

15.5

17.8

27.8

28.5

41.6

41.4

5.8

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

20.0

16.2

7.5

8.1

9.0

7.5

11.0

11.5

10.8

60.0

21.6

20.7

16.6

18.1

17.3

10.1

6.1

5.4

20.0

27.0

31.9

38.6

26.8

26.0

23.2

18.2

21.6

33.8

37.1

35.2

43.0

45.4

46.7

43.6

40.5

1.4

2.8

1.5

3.0

3.9

8.9

20.6

21.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑬ 本のまちの推進に向けて、特に力を入れる必要がある取組は何ですか 

 

「図書館の充実」が最も多く

30.0％、次に「学校における読書活

動の推進」が 13.7％、「まちなか

ブックスポットの充実」が 12.7％

であった。 

その他の内訳は、「図書館の整

備」、「地域への働きかけ」などで

あった。 

 

 本のまちの推進に向けて、特に力

を入れる必要がある取組は何かを年

代別に見ると、全年代で「図書館の

充実」が１位となり、20 歳代で

「乳幼児への本に触れる機会の提

供」、40 歳代で「学校における読

書活動の推進」が約２割となった。 

 前回と比較して、「学校における

読書活動の推進」の割合が 7.3ポイ

ント、「本に関するイベントの開

催」の割合が 4.9ポイント低くなっ

た。 

 

  

図書館の充実

30.0%

(559人)

まちなかブック

スポットの充実

12.7%

(236人)

学校における

読書活動の推進

13.7%

(255人)

乳幼児への本に

触れる機会の提供

7.8%

(146人)

本に関する

イベントの開催

10.1%

(188人)

本を通した

交流の場の提供

6.4%

(119人)

その他

2.5%

(47人)

無回答

16.8%

(312人)

n=1,862 

図書館の充実 まちなかブックスポットの充実

学校における読書活動の推進 乳幼児への本に触れる機会の提供

本に関するイベントの開催 本を通した交流の場の提供

その他 無回答

図書館の充実 まちなかブックスポットの充実

学校における読書活動の推進 乳幼児への本に触れる機会の提供

本に関するイベントの開催 本を通した交流の場の提供

その他 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

30.0

28.2

12.7

10.2

13.7

21.0

7.8

9.6

10.1

15.0

6.4
2.5

2.6

16.8

13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

20.0

36.5

32.9

34.6

33.2

30.4

23.2

22.4

21.6

20.0

12.2

14.6

13.3

11.0

12.8

14.6

9.1

10.8

20.0

9.5

14.6

20.8

10.4

12.2

14.0

12.1

2.7

20.0

18.9

12.7

7.5

9.3

6.6

4.5

3.0

8.1

8.1

10.3

9.6

14.5

12.5

8.0

3.0

2.7

20.0

4.1

5.2

3.9

6.3

9.6

5.7

9.1

5.4

4.2

2.1

4.4

2.4

0.9

2.4

10.8

5.6

8.1

11.0

13.4

29.2

38.8

48.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【観光・産業分野】 

⑭ 農水産物を購入する際に、明石産であることを意識していますか？ 

 

「十分に意識している」と「や

や意識している」の合計が５割を

超えた。 

 

 農水産物を購入する際に、明石

産であることを意識しているかを

年代別に見ると、10 歳代、50 歳

代～80歳以上で「十分に意識して

いる」と「やや意識している」の

合計が５割を超え高くなった。 

 前回と比較して、意識している

割合が 5.9ポイント低くなった。 

 

 

  

十分に意識している

13.6%

(253人)

やや意識している

39.8%

(742人)

あまり意識していない

29.4%

(548人)

ほとんど意識していない

14.2%

(264人)

無回答

3.0%

(55人)

n=1,862 

十分に意識している やや意識している あまり意識していない

ほとんど意識していない 無回答

十分に意識している やや意識している あまり意識していない

ほとんど意識していない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

13.6

17.2

39.8

42.1

29.4

30.1

14.2

9.7

3.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

20.0

4.1

8.9

9.9

10.7

12.2

21.4

25.5

8.1

40.0

27.0

25.8

39.5

41.4

48.4

42.0

41.8

29.7

40.0

40.5

42.3

30.1

32.9

25.1

22.6

20.0

35.1

27.0

20.2

20.2

13.2

13.1

9.2

3.6

13.5

1.4

2.8

0.3

1.9

1.2

4.8

9.1

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【生活・環境分野】 

⑮ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）についてどのくらい知っていますか？ 

 

「内容まで知っている」と「大ま

かに内容を知っている」の合計が

64.2％であった。 

 

 ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

についてどのくらい知っているかを

年代別に見ると、30 歳代～60 歳代

で「大まかに内容を知っている」の

割合が６割を超え高くなった。 

 

  

内容まで知っている

8.2%

(153人)

大まかに内容を知っている

56.0%

(1,043人)

内容はわからないが

言葉は聞いたことがある

25.2%

(469人)

ＳＤＧｓという言葉を知らない

8.0%

(149人)

無回答

2.6%

(48人)

n=1,862 

内容まで知っている 大まかに内容を知っている

内容はわからないが言葉は聞いたことがある ＳＤＧｓという言葉を知らない

無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

60.0

17.6

6.6

10.2

9.6

8.4

4.5

4.8

8.1

40.0

39.2

64.3

64.2

64.1

61.2

46.4

30.9

43.2

37.8

25.8

23.2

20.0

22.7

29.8

29.1

32.4

4.1

2.3

2.4

5.8

6.0

16.1

21.8

5.4

1.4

0.9

0.5

1.8

3.3

13.3

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑯ ＳＤＧｓに貢献できるような取組をしていますか？ 

 

「おおいに取り組んでいる」と

「ある程度取り組んでいる」の合計

が約６割であった。 

 

 ＳＤＧｓに貢献できるような取組

をしているかを年代別に見ると、30

歳代～70 歳代で「おおいに取り組

んでいる」と「ある程度取り組んで

いる」の合計が５割を超え高く、10

歳代、20 歳代、80 歳以上では約４

割となった。 

 

  

おおいに

取り組んでいる

4.0%

(75人)

ある程度

取り組んでいる

53.5%

(997人)

あまり

取り組んでいない

27.5%

(512人)

まったく

取り組んでいない

11.7%

(217人)

無回答

3.3%

(61人)

n=1,862 

おおいに取り組んでいる ある程度取り組んでいる あまり取り組んでいない

まったく取り組んでいない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

4.1

2.8

4.2

3.6

3.3

4.8

5.5

8.1

40.0

35.1

55.4

58.1

58.6

59.4

49.1

37.6

48.6

60.0

43.2

28.2

30.7

31.5

25.1

22.0

20.6

21.6

16.2

12.2

6.6

5.8

10.7

19.9

17.6

10.8

1.4

1.4

0.3

0.5

1.5

4.2

18.8

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑰ まちづくり協議会などの「校区まちづくり組織」が小学校区単位で設置され、地域のまちづ

くり活動を行っていることを知っていますか？ 

 

「団体名・活動内容どちらも知ってい

る」が 16.5％となり、「団体名・活

動内容どちらも知らない」の割合が

39.9％となった。 

 まちづくり協議会などの「校区ま

ちづくり組織」が小学校区単位で設

置され、地域のまちづくり活動を行

っていることを知っているかを年代

別に見ると、40 歳代、70 歳以上を

除く全年代で、「団体名・活動内容

どちらも知らない」の割合が４割を

超えた。 

  

団体名・活動内容

どちらも知っている

16.5%

(307人)

団体名は

知っているが、

活動内容は知らない

26.6%

(495人)

活動内容は

知っているが、

団体名は知らない

13.6%

(254人)

団体名・活動内容

どちらも知らない

39.9%

(743人)

無回答

3.4%

(63人)

n=1,862 

団体名・活動内容どちらも知っている 団体名は知っているが、活動内容は知らない

活動内容は知っているが、団体名は知らない 団体名・活動内容どちらも知らない

無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

6.8

12.2

21.1

14.2

15.2

18.5

21.2

16.2

40.0

18.9

25.4

26.8

26.8

26.6

29.5

26.1

18.9

6.8

12.7

12.7

16.2

13.1

16.1

11.5

10.8

60.0

64.9

47.9

38.9

41.6

43.0

31.8

26.1

40.5

2.7

1.9

0.6

1.1

2.1

4.2

15.2

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑱ この１年程度の間に、地域のまちづくり活動（自治会活動やボランティア活動など）に参加

しましたか？ 

 

「よく参加した」「ときどき参加

した」の合計が 19.0％となり、

「まったく参加していない」と「あ

まり参加していない」の合計が

79.1％であった。 

 

 この１年程度の間に、地域のまち

づくり活動（自治会活動やボランテ

ィア活動など）に参加したかを年代

別に見ると、10 歳代、20 歳代で

「まったく参加していない」と「あ

まり参加していない」の合計割合が

高く、９割を超えていた。 

 前回と比較して、参加している人

が 13.0ポイント低くなった。 

 

 

  

よく参加した

4.1%

(77人) ときどき参加した

14.9%

(277人)

あまり

参加していない

19.3%

(360人)

まったく参加していない

59.8%

(1,113人)

無回答

1.9%

(35人)

n=1,862 

よく参加した ときどき参加した あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

よく参加した ときどき参加した あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

4.1

9.2

14.9

22.8

19.3

21.4

59.8

44.7

1.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

4.7

2.7

1.6

3.6

7.4

9.1

8.1

15.5

19.6

9.3

13.1

19.0

16.4

10.8

40.0

16.2

18.3

19.9

16.2

20.6

20.5

21.2

24.3

60.0

74.3

60.1

57.5

72.3

60.9

51.2

46.1

54.1

1.4

1.4

0.3

0.5

1.8

1.8

7.3

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑲ あなたは家庭で家事・育児・介護を１日あたりどの程度行っていますか？ 

 

「２時間以上～４時間未満」が最

も多く 22.9％、次に「４時間以

上」が 19.9％、「１時間以上～２

時間未満」が 18.8％であった。 

男女別で見ると、男性は１時間未

満の割合が約６割に対し、女性は２

時間以上の割合が約６割となった。 

 あなたは家庭で家事・育児・介護

を１日あたりどの程度行っているか

を年代別に見ると、20 歳代以下

で、「全く行わない」と「30 分未

満」の合計が３割を超えた。 

 

 前回と比較して、「30 分未満」

の割合が 4.9ポイント低くなった。 

 

   

全く行わない

9.6%

(179人)
３０分未満

10.4%

(193人)

３０分以上～

１時間未満

14.9%

(277人)

１時間以上～

２時間未満

18.8%

(350人)

２時間以上～

４時間未満

22.9%

(427人)

４時間以上

19.9%

(370人)

無回答

3.5%

(66人)

n=1,862 

全く行わない 30分未満 30分以上～１時間未満

１時間以上～２時間未満 ２時間以上～４時間未満 ４時間以上

無回答

全く行わない 30分未満 30分以上～１時間未満

１時間以上～２時間未満 ２時間以上～４時間未満 ４時間以上

無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

9.6

10.9

10.4

15.3

14.9

13.7

18.8

17.5

22.9

20.0

19.9

18.3

3.5

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

40.0

13.5

5.2

4.8

11.0

11.0

11.9

12.1

8.1

40.0

20.3

7.5

10.5

12.6

10.4

8.9

7.9

2.7

20.0

28.4

12.7

14.2

14.5

14.3

16.7

11.5

13.5

12.2

12.2

17.2

19.7

21.2

22.0

18.8

27.0

6.8

19.2

20.8

27.7

26.9

21.7

23.6

24.3

18.9

41.8

31.3

13.2

13.1

13.1

13.9

10.8

1.4

1.2

1.4

3.0

5.7

12.1

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑳ 日常生活の中で、男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」という考えなど）

を感じることはありますか？ 

 

「よく感じる」と「時々感じる」

の合計が約５割であった。 

 

 日常生活の中で、男女の固定的な

役割分担意識（「男は仕事、女は家

庭」という考えなど）を感じること

はあるかを年代別に見ると、30 歳

代、40 歳代で「よく感じる」の割

合が２割を超えていた。 

 前回と比較して、「全く感じな

い」の割合が 5.2 ポイント高くなっ

た。 

 

 

  

よく感じる

19.4%

(362人)

時々感じる

35.5%

(661人)

あまり感じない

29.6%

(551人)

全く感じない

13.1%

(244人)

無回答

2.4%

(44人)

n=1,862 

よく感じる 時々感じる あまり感じない 全く感じない 無回答

よく感じる 時々感じる あまり感じない 全く感じない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

19.4

19.5

35.5

36.1

29.6

34.3

13.1

7.9

2.4

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

12.2

20.7

28.9

18.1

18.2

18.5

12.1

10.8

60.0

32.4

34.3

35.8

40.5

35.2

33.9

31.5

27.0

20.0

31.1

30.0

22.0

30.1

30.4

33.0

35.2

24.3

20.0

24.3

13.6

13.0

10.4

14.6

11.3

11.5

24.3

1.4

0.3

0.8

1.5

3.3

9.7

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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㉑ 地震や風水害などの災害に備えて、行っている対策はありますか？ 

（※あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=1,862にならず、回答割合の 

合計も 100％にならない。 

「非常食、飲料水を蓄えてい

る」が最も多く 57.8％、次に「災

害時の避難場所を決めている」が

34.2％、「家具が倒れないよう工

夫している」が 29.2％であった。 

 

地震や風水害などの災害に備えて、行っている対策はあるかを年代別に見ると、10 歳代を除

くすべての年代で「非常食、飲料水を蓄えている」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回と比較して、「非常食、飲

料水を蓄えている」の割合が 18.9

ポイントと大きく増加した。一方

で、「特に何もしていない」の割

合が 10.0ポイント低くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「その他」の 

選択肢はありませんでした。 

  

％

非常食、飲料水を蓄えている

家具が倒れないよう工夫している

災害時の避難場所を決めている

家族との安否確認の方法を決めている

災害時に必要な情報を入手する方法を
知っている

その他

特に何もしていない

無回答

57.8％

（1,077人）

29.2％

（543人）

34.2％

（637人）

21.0％

（391人）

14.0％

（260人）

0.9％

（17人）

18.5％

（344人）

2.0％

（38人）

0 20 40 60 80

区分

回
答
者
数

（
件

）

非
常
食

、
飲
料
水

を
蓄
え
て
い
る

家
具
が
倒
れ
な
い

よ
う
工
夫
し
て
い

る 災
害
時
の
避
難
場

所
を
決
め
て
い
る

家
族
と
の
安
否
確

認
の
方
法
を
決
め

て
い
る

災
害
時
に
必
要
な

情
報
を
入
手
す
る

方
法
を
知

っ
て
い

る そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い

な
い

無
回
答

全  体 1,862 57.8 29.2 34.2 21.0 14.0 0.9 18.5 2.0

１０歳代 5 40.0 60.0 20.0 40.0 40.0 － 20.0 －

２０歳代 74 51.4 29.7 25.7 27.0 10.8 1.4 24.3 1.4

３０歳代 213 58.7 24.9 39.0 21.1 12.7 0.9 17.4 1.4

４０歳代 332 62.0 28.9 41.3 23.2 11.4 1.8 13.0 0.3

５０歳代 365 60.8 27.7 31.5 21.9 14.8 1.1 17.5 1.4

６０歳代 335 63.0 30.1 31.3 20.0 17.6 0.9 16.1 1.5

７０歳代 336 50.6 28.6 33.9 17.6 13.4 0.3 26.5 1.8

８０歳以上 165 52.1 34.5 32.1 21.2 15.2 － 19.4 7.3

無回答・無効 37 45.9 37.8 27.0 16.2 5.4 － 16.2 13.5

％

非常食、飲料水を蓄えている

家具が倒れないよう工夫している

災害時の避難場所を決めている

家族との安否確認の方法を決めている

災害時に必要な情報を入手する方法を
知っている

その他

特に何もしていない

無回答

57.8％

29.2％

34.2％

21.0％

14.0％

0.9％

18.5％

2.0％

38.9％

25.9％

31.0％

18.6％

17.0％

－

28.5％

1.7％

0 20 40 60 80
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㉒ 市では「ハザードマップ」を作成していますが、どの程度見ていますか？ 

 

「全体を詳しく見た」と「自分が

住んでいる地域だけを見た」の合計

が約７割であった。 

 

 市では「ハザードマップ」を作成

していますが、どの程度見ているか

を年代別に見ると、「全体を詳しく

見た」と「自分が住んでいる地域だ

けを見た」の合計が、20 歳代で５

割と低くなった。 

 

 前回と比較して、「全体を詳しく

見た」と「自分の住んでいる地域だ

け見た」の合計が、6.5 ポイント高

くなった。 

 

  

全体を詳しく見た

7.7%

(143人)

自分の住んでいる

地域だけ見た

63.4%

(1,181人)

マップが

あることは

知っているが、

見ていない

25.8%

(542人)

マップがあることを

知らなかった

7.6%

(160人)

無回答

1.9%

(35人)

n=1,862 

全体を詳しく見た 自分の住んでいる地域だけ見た

マップがあることは知っているが、見ていない マップがあることを知らなかった

無回答

全体を詳しく見た 自分の住んでいる地域だけ見た

マップがあることは知っているが、見ていない マップがあることを知らなかった

無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

7.7

12.4

63.4

52.2

23.7

25.8

3.3

7.6

1.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

1.4

8.0

8.1

6.8

9.9

6.8

9.1

5.4

60.0

48.6

63.4

70.2

63.3

64.2

63.7

58.8

45.9

40.0

40.5

23.0

19.6

25.8

23.3

22.6

20.6

35.1

9.5

4.2

1.8

3.3

1.5

5.1

2.4

5.4

1.4

0.3

0.8

1.2

1.8

9.1

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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㉓ ごみの減量のために、普段から意識して取り組んでいますか？ 

 

「おおいに取り組んでいる」と

「ある程度取り組んでいる」の合計

が 65.6％であった。 

 

 ごみの減量のために、普段から意

識して取り組んでいるかを年代別に

見ると、「おおいに取り組んでい

る」と「ある程度取り組んでいる」

の合計が、20 歳代から 70 歳代まで

は年代が上がるにつれてその割合が

高くなる傾向にあった。 

 

 

  

おおいに

取り組んでいる

9.9%

(184人)

ある程度

取り組んでいる

55.7%

(1,037人)

あまり

取り組んでいない

28.9%

(538人)

まったく

取り組んでいない

3.9%

(72人)

無回答

1.7%

(31人)

n=1,862 

おおいに取り組んでいる ある程度取り組んでいる あまり取り組んでいない

まったく取り組んでいない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

4.1

6.6

4.5

7.4

10.4

16.1

17.6

18.9

60.0

35.1

39.9

52.4

53.7

62.7

64.9

62.4

59.5

20.0

44.6

42.7

38.9

34.5

25.1

16.7

8.5

10.8

20.0

16.2

9.4

3.9

3.6

1.2

1.2

3.0

1.4

0.3

0.8

0.6

1.2

8.5

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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㉔ 電気、ガス、ガソリンの使用量を減らすなど、普段から省エネ活動に取り組んでいますか？ 

 

「おおいに取り組んでいる」と

「ある程度取り組んでいる」の合計

が約７割であった。 

 

 電気、ガス、ガソリンの使用量を

減らすなど、普段から省エネ活動に

取り組んでいるかを年代別に見る

と、20 歳代から 70 歳代までは年代

が上がるにつれてその割合が高くな

る傾向にあり、60 歳代と 70 歳代で

８割を超えていた。 

 

 前回と比較して、「ある程度取り

組んでいる」の割合が 5.5ポイント

高くなった。 

 

  

おおいに取り組んでいる

10.6%

(198人)

ある程度取り組んでいる

61.5%

(1,146人)

あまり

取り組んで

いない

23.1%

(430人)

まったく取り組んでいない

3.1%

(58人)

無回答

1.6%

(30人)

n=1,862 

おおいに取り組んでいる ある程度取り組んでいる あまり取り組んでいない

まったく取り組んでいない 無回答

おおいに取り組んでいる ある程度取り組んでいる あまり取り組んでいない

まったく取り組んでいない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

10.6

11.4

61.5

56.0

23.1

27.6

3.1

3.8

1.6

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

5.4

8.5

7.5

10.4

11.6

12.8

15.2

16.2

80.0

48.6

46.0

56.9

60.3

70.1

69.9

64.8

59.5

20.0

32.4

37.1

31.0

26.3

16.1

14.3

12.1

13.5

13.5

7.0

4.5

1.9

1.2

1.8

0.6

1.4

1.1

0.9

1.2

7.3

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

- 53 - 

 

㉕ 多様性を認め合える社会になってきていると感じますか？（障害者、外国人、ＬＧＢＴＱ＋

など） 

 

「とても感じる」と「やや感じ

る」の合計が約６割であった。 

 

 年代別に見ると、「とても感じ

る」と「やや感じる」の合計が、全

年代で 50％を超えた。 

 

  

とても感じる

8.8%

(164人)

やや感じる

48.3%

(899人)

あまり感じない

29.7%

(553人)

まったく感じない

3.0%

(56人)

無回答

1.9%

(35人)

n=1,862 

とても感じる やや感じる あまり感じない

まったく感じない わからない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

40.0

12.2

10.8

11.4

9.0

8.7

5.7

4.8

8.1

60.0

44.6

49.3

51.5

48.2

50.7

45.5

45.5

35.1

20.3

25.4

28.9

31.8

32.2

31.0

29.7

29.7

10.8

2.8

2.1

4.1

1.8

2.7

1.8

5.4

12.2

9.9

6.0

6.3

5.4

13.4

8.5

13.5

1.9

0.5

1.2

1.8

9.7

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【都市基盤整備分野】 

㉖ 市内の道路環境の充実に向けて、何が重要とお考えですか？（※３つまで〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=1,862にならず、回答割合の 

合計も 100％にならない。 

「生活道路・通学路の安全・安

心の向上」が最も多く 56.9％、次

に「自転車の安全な走行空間の確

保」が 51.9％、「歩行者にやさし

いバリアフリーの拡充」が 35.7％

であった。 

 

市内の道路環境の充実に向けて、何が重要と考えているかを年代別に見ると、10歳代、30歳

代～70 歳代で「生活道路・通学路の安全・安心の向上」の割合が高く、20 歳代、80 歳以上で

は「自転車の安全な走行空間の確保」が高くなった。また、「歩行者にやさしいバリアフリー

の拡充」の割合は、80歳以上が他の年代より高くなった。 

 

 

  

％

生活道路・通学路の安全・安心の向上

歩行者にやさしいバリアフリーの拡充

自転車の安全な走行空間の確保

自動車の安全な通行のための道路整備

渋滞緩和のための幹線道路整備や改良

道路の緑化や道路施設の省エネ化

災害時に備えた耐震化や道路の整備

危険箇所のパトロールや修繕の充実

道路空間の多様な活用・魅力づくり
（オープンカフェ、歩行者天国など）

その他

無回答

56.9％

（1,060人）

35.7％

（664人）

51.9％

（966人）

23.3％

（433人）

27.3％

（509人）

5.0％

（94人）

19.5％

（363人）

27.8％

（517人）

6.7％

（125人）

1.9％

（35人）

2.5％

（47人）

0 20 40 60 80

区分

回
答
者
数

（
件

）

生
活
道
路
・
通
学
路
の
安

全
・
安
心
の
向
上

歩
行
者
に
や
さ
し
い
バ
リ
ア

フ
リ
ー

の
拡
充

自
転
車
の
安
全
な
走
行
空
間

の
確
保

自
動
車
の
安
全
な
通
行
の
た

め
の
道
路
整
備

渋
滞
緩
和
の
た
め
の
幹
線
道

路
整
備
や
改
良

道
路
の
緑
化
や
道
路
施
設
の

省
エ
ネ
化

災
害
時
に
備
え
た
耐
震
化
や

道
路
の
整
備

危
険
箇
所
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や

修
繕
の
充
実

道
路
空
間
の
多
様
な
活
用
・

魅
力
づ
く
り

（
オ
ー

プ
ン
カ

フ

ェ
、
歩
行
者
天
国
な
ど

）

そ
の
他

無
回
答

全  体 1,862 56.9 35.7 51.9 23.3 27.3 5.0 19.5 27.8 6.7 1.9 2.5

１０歳代 5 80.0 40.0 60.0 40.0 － － 40.0 － 20.0 － －

２０歳代 74 44.6 32.4 50.0 35.1 39.2 4.1 14.9 14.9 13.5 1.4 －

３０歳代 213 64.3 22.1 51.6 21.1 39.9 3.3 22.5 24.9 8.0 0.5 2.3

４０歳代 332 63.9 25.3 52.4 23.2 37.3 5.1 17.5 25.6 6.0 3.6 1.5

５０歳代 365 54.8 34.2 50.1 24.4 35.3 6.3 25.5 24.9 7.4 1.9 0.8

６０歳代 335 54.3 43.6 53.7 24.2 22.7 4.2 20.3 32.5 5.1 1.8 1.8

７０歳代 336 60.4 43.5 53.0 23.5 13.4 4.2 15.8 33.6 7.4 1.5 2.4

８０歳以上 165 44.8 49.1 51.5 17.0 7.9 6.1 14.5 25.5 3.6 1.2 10.3

無回答・無効 37 40.5 24.3 43.2 16.2 21.6 16.2 16.2 35.1 5.4 2.7 8.1
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㉗ 市内やお住まいの地域で、好きな景観は何ですか？ 

 

「眺望景観（海への眺望）」が最

も多く 40.1％、次に「自然景観

（田んぼ、ため池、海岸、公園な

ど）」が 35.4％であった。 

 

 市内やお住まいの地域で、好きな

景観は何かを年代別に見ると、10

歳代～60 歳代では、「眺望景観

（海への眺望）」が４割を超えてい

る一方で、70 歳代、80 歳以上では

「自然景観（田んぼ、ため池、海

岸、公園など）」の割合が高くなっ

た。 

 前回と比較して、「眺望景観（海

への眺望）が 1.9ポイント高くなっ

た。 

 

 

  

自然景観（田んぼ、ため池、

海岸、公園など）

35.4%

(743人)

歴史景観

（歴史的街並み、建物など）

2.7%

(56人)

眺望景観（海への眺望）

40.1%

(746人)

市街地景観

（街並み、

建物など）

4.5%

(95人)

その他

0.8%

(14人)

特に好きな景観はない

9.5%

(176人)

無回答

8.8%

(164人)

n=1,862 

自然景観（田んぼ、ため池、海岸、公園など） 歴史景観（歴史的街並み、建物など）

眺望景観（海への眺望） 市街地景観（街並み、建物など）

その他 特に好きな景観はない

無回答

自然景観（田んぼ、ため池、海岸、公園など） 歴史景観（歴史的街並み、建物など）

眺望景観（海への眺望） 市街地景観（街並み、建物など）

その他 特に好きな景観はない

無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

32.1

35.4

2.9

2.7

40.1

38.2

6.0

4.5

0.8

0.7

9.5

14.4

8.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

60.0

29.7

31.0

33.1

28.5

28.4

35.7

40.0

29.7

4.1

1.9

2.7

4.1

3.0

3.0

1.2

2.7

40.0

45.9

45.1

45.2

45.5

43.6

30.1

26.1

21.6

6.8

9.4

5.4

5.8

6.6

5.1

3.0

8.1

1.4

0.5

1.5

1.4

0.6

8.1

8.5

7.8

7.9

10.4

13.7

6.1

16.2

4.1

3.8

4.2

6.8

7.5

12.5

23.6

21.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【行政経営分野】 

㉘ 市の取組や計画に関する情報を主に何から得ていますか？（３つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=1,862にならず、回答割合の 

合計も 100％にならない。 

「市の広報紙（広報あかし）」

が最も多く 70.8％、次に「市のパ

ンフレットやチラシ」が 27.6％、

「新聞やテレビ、ラジオのニュー

ス」が 24.9％であった。 

 

市の取組や計画に関する情報を主に何から得ているかを年代別に見ると、10 歳代、20 歳代

では「ＳＮＳ」の割合が４～５割であった。30 歳～80 歳以上では「市の広報紙（広報あか

し）」の割合が高く、５割以上であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

市の広報紙（広報あかし）

市のホームページ

ＳＮＳ

明石ケーブルテレビの広報番組

市のパンフレットやチラシ

新聞やテレビ、ラジオのニュース

知人や地域での活動を通して

タウン情報誌

その他

無回答

70.8％

（1,319人）

16.0％

（298人）

17.8％

（332人）

7.3％

（136人）

27.6％

（513人）

24.9％

（464人）

11.2％

（208人）

7.5％

（140人）

2.3％

（42人）

4.0％

（75人）

0 20 40 60 80 100

区分

回
答
者
数

（
件

）

市
の
広
報
紙

（
広
報

あ
か
し

）

市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

Ｓ
Ｎ
Ｓ

明
石
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ

ビ
の
広
報
番
組

市
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト

や
チ
ラ
シ

新
聞
や
テ
レ
ビ

、
ラ

ジ
オ
の
ニ

ュ
ー

ス

知
人
や
地
域
で
の
活

動
を
通
し
て

タ
ウ
ン
情
報
誌

そ
の
他

無
回
答

全  体 1,862 70.8 16.0 17.8 7.3 27.6 24.9 11.2 7.5 2.3 4.0

１０歳代 5 40.0 － 40.0 － 20.0 20.0 20.0 20.0 － －

２０歳代 74 29.7 14.9 51.4 8.1 16.2 23.0 10.8 1.4 5.4 2.7

３０歳代 213 52.1 17.8 39.0 5.6 20.2 11.3 14.1 4.2 3.3 4.7

４０歳代 332 69.9 18.7 24.7 5.1 22.3 16.9 14.5 11.4 3.3 1.2

５０歳代 365 67.4 21.1 20.8 7.7 22.7 16.7 7.7 7.7 3.6 2.5

６０歳代 335 78.2 18.8 9.9 7.5 31.9 27.2 7.2 9.3 0.9 1.8

７０歳代 336 83.0 8.3 3.0 7.4 38.7 37.2 13.7 6.0 0.3 7.4

８０歳以上 165 86.7 10.3 3.0 12.1 32.1 46.1 12.1 5.5 0.6 7.3

無回答・無効 37 59.5 5.4 8.1 8.1 27.0 35.1 8.1 8.1 5.4 18.9
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前回と比較して、市のホームペ

ージ、ＳＮＳを合計すると 33.8％

となった（前回調査では市のホー

ムページとＳＮＳが同じ選択肢で

12％であった）。 

 

  

今回 前回

％

市の広報紙（広報あかし）

市のホームページ

ＳＮＳ

明石ケーブルテレビの広報番組

市のパンフレットやチラシ

新聞やテレビ、ラジオのニュース

知人や地域での活動を通して

タウン情報誌

その他

無回答

70.8％

16.0％

17.8％

7.3％

27.6％

24.9％

11.2％

7.5％

2.3％

4.0％

75.9％

－

－

10.0％

31.9％

35.7％

13.4％

6.7％

1.6％

2.8％

0 20 40 60 80
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㉙ 市が月に２回発行している広報紙「広報あかし」をどの程度ご覧になりますか？ 

 

「ほぼ毎回、ほぼすべての内容を

読む」と「ほぼ毎回、興味のある部

分だけを読む」の合計が約６割であ

った。 

 

 市が月に２回発行している広報紙

「広報あかし」をどの程度ご覧にな

るかを年代別に見ると、「ほぼ毎

回、ほぼすべての内容を読む」と

「ほぼ毎回、興味のある部分だけを

読む」の合計は 10 歳代を除いて、

年代が上がるにつれてその割合が高

くなる傾向があった。 

 前回と比較して、「ほぼ毎回、ほ

ぼすべての内容を読む」と「ほぼ毎

回、興味のある部分だけを読む」の

合計が 5.2ポイント低くなった。 

 

  

ほぼ毎回、ほぼすべての内容を読む

25.7%

(479人)

ほぼ毎回、

興味のある部分だけを読む

32.1%

(673人)

時々、興味のある

部分だけを読む

29.5%

(618人)

まったく読まない

13.1%

(244人)

無回答

3.0%

(55人)

n=1,862 

ほぼ毎回、ほぼすべての内容を読む ほぼ毎回、興味のある部分だけを読む

時々、興味のある部分だけを読む まったく読まない

無回答

ほぼ毎回、ほぼすべての内容を読む ほぼ毎回、興味のある部分だけを読む

時々、興味のある部分だけを読む まったく読まない

無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

25.7

26.8

28.0

32.1

30.2

29.5

13.1

10.1

3.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

20.0

10.8

15.0

21.1

17.5

24.8

40.5

45.5

27.0

8.1

22.1

25.0

29.3

34.9

30.7

28.5

29.7

20.0

29.7

34.7

40.1

37.3

30.1

19.6

15.8

10.8

60.0

51.4

25.4

12.7

14.8

9.3

3.3

2.4

18.9

2.8

1.2

1.1

0.9

6.0

7.9

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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㉚ 市の計画に意見を出したり、市の取組に参加して活動することについてどう思いますか？ 

 

「積極的に行いたい」と「機会が

あれば行いたい」の合計が約４割で

あった。 

 

 市の計画に意見を出したり、市の

取組に参加して活動することについ

てどう思うかを年代別に見ると、

「積極的に行いたい」と「機会があ

れば行いたい」の合計が、20 歳代

～50歳代では４割を超えていた。 

 

 前回と比較して、「機会があれば

行いたい」が 4.1ポイント低くなっ

た。 

 

  

積極的に行いたい

2.9%

(54人)

機会があれば

行いたい

39.5%

(736人)

あまり行わず

行政や議会に任せたい

27.4%

(511人)

わからない

26.4%

(492人)

無回答

3.7%

(69人)

n=1,862 

積極的に行いたい 機会があれば行いたい

あまり行わず行政や議会に任せたい わからない

無回答

積極的に行いたい 機会があれば行いたい

あまり行わず行政や議会に任せたい わからない

無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

2.9

2.8

39.5

43.6

27.4

26.2

26.4

25.8

3.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

20.0

2.7

3.3

3.9

3.6

2.1

1.5

1.8

8.1

60.0

40.5

42.7

44.9

44.9

37.3

33.3

32.1

24.3

20.0

24.3

25.4

28.0

23.0

28.7

29.5

32.7

32.4

32.4

25.8

22.3

26.8

30.7

27.7

22.4

21.6

2.8

0.9

1.6

1.2

8.0

10.9

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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㉛ あなたの声は、市に届けやすくなったと感じますか？ 

 

「とても感じる」と「やや感じ

る」の合計が 18.3％となった。一

方で「あまり感じない」と「まった

く感じない」の合計が 46.5％とな

り、「わからない」と回答したのは

31.7％となった。 

 

 あなたの声は、市に届けやすくな

ったと感じるかを年代別に見ると、

「とても感じる」「やや感じる」の

合計は、10 歳代、20 歳代、40 歳代

で２割を超え、「あまり感じない」

「まったく感じない」の合計は 50

歳代、60 歳代で５割を超えてい

た。 

 

  

とても感じる

1.8%

(34人)

やや感じる

16.5%

(308人)

あまり感じない

35.2%

(656人)

まったく感じない

11.3%

(211人)

わからない

31.7%

(590人)

無回答

3.4%

(63人)

n=1,862 

とても感じる やや感じる あまり感じない

まったく感じない わからない 無回答

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

5.4

3.3

2.1

1.4

0.9

0.3

4.2

40.0

16.2

14.1

21.4

15.1

16.4

14.6

17.6

13.5

60.0

33.8

36.2

37.3

34.8

37.9

32.7

29.7

37.8

9.5

12.7

10.8

17.8

13.1

6.3

4.8

8.1

35.1

31.5

27.1

30.1

30.1

39.0

33.3

27.0

2.3

1.2

0.8

1.5

7.1

10.3

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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㉜ 市の窓口サービスについて、適切で気持ちよい応対がなされていると感じますか？ 

 

「とても感じる」と「やや感じ

る」の合計が約６割であった。 

 

 市の窓口サービスについて、適切

で気持ちよい応対がなされていると

感じるかを年代別に見ると、「とて

も感じる」と「やや感じる」の合計

は、全年代で 50％を超えた。 

 前回と比較して、「とても感じ

る」と「やや感じる」の合計は、同

水準となった。 

 

 

とても感じる

19.2%

(357人)

やや感じる

43.2%

(805人)

あまり感じない

12.7%

(236人)

まったく感じない

3.2%

(59人)

わからない

18.8%

(350人)

無回答

3.0%

(55人)

n=1,862 

とても感じる やや感じる あまり感じない まったく感じない

わからない 無回答

とても感じる やや感じる あまり感じない まったく感じない

わからない 無回答

今回
（n=1,862）

前回
（n=2,097）

19.2

17.7

43.2

44.6

12.7

17.0

3.2

2.6

18.8

16.6

3.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代
n=5

２０歳代
n=74

３０歳代
n=213

４０歳代
n=332

５０歳代
n=365

６０歳代
n=335

７０歳代
n=336

８０歳以上
n=165

無回答・無効
n=37

40.0

18.9

18.3

18.4

18.4

17.6

18.8

26.1

24.3

60.0

31.1

38.0

43.4

42.2

46.3

48.2

43.6

29.7

14.9

11.3

13.3

13.7

14.6

11.3

9.7

10.8

5.4

4.2

3.6

4.9

2.7

1.2

1.2

2.7

29.7

26.3

20.8

19.7

18.2

13.4

11.5

16.2

1.9

0.6

1.1

0.6

7.1

7.9

16.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

Ⅲ 調査の結果 
４）転入のきっかけや考慮した住宅環境について（問４） 
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１. 調査目的 

市外からの転入者がどういったきっかけや理由で、どこから転居しているかを把握し、今後の施策

展開に活かすため、５年以内の転入者を対象に調査を行った。 

 

２. 各設問の集計結果 

１ 転居前のお住まいは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「無回答」の記載はありませんでした。 

県内では「神戸市」が最も多く

26.2％、次に「東播磨地域」が

11.0％であった。（「加古川市」

が 7.0％、「播磨町」が 1.7％、

「高砂町」が 1.3％。） 

県外では「大阪府」が 7.4％であ

った。 

前回と比較して、「神戸市」の

割合が 3.2ポイント低くなり、「関

東地方」の割合が 2.6ポイント高く

なった。 

 

％

神戸市

東播磨地域

中播磨地域

北播磨地域

阪神南地域

阪神北地域

淡路地域

その他県内

大阪府

京都府

奈良県

滋賀県

和歌山県

中国地方

四国地方

中部地方

関東地方

九州地方

東北・北海道地方

海外

無回答

26.2％

11.0％

4.6％

1.7％

5.0％

2.1％

1.2％

4.1％

7.4％

2.4％

0.8％

1.0％

0.0％

3.2％

1.2％

3.1％

7.5％

1.6％

0.3％

0.9％

14.5％

29.4％

12.2％

4.5％

1.6％

4.1％

1.8％

0.5％

3.0％

8.6％

1.2％

1.0％

0.9％

0.3％

2.1％

2.4％

3.5％

4.9％

2.2％

1.0％

0.8％

-

0 20 40
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転居前のお住まいを年代別に見ると、20歳代～70歳代で「神戸市」が２割を超えていた。 

 

 

  

区分

回
答
者
数

（
件

）

神
戸
市

東
播
磨
地
域

中
播
磨
地
域

北
播
磨
地
域

阪
神
南
地
域

阪
神
北
地
域

淡
路
地
域

そ
の
他
県
内

大
阪
府

京
都
府

全  体 985 26.2 11.0 4.6 1.7 5.0 2.1 1.2 4.1 7.4 2.4

１０歳代 2 － 50.0 50.0 － － － － － － －

２０歳代 231 22.5 11.3 6.1 1.7 2.6 2.6 1.7 5.2 6.5 3.0

３０歳代 376 29.8 10.4 3.7 1.1 8.8 1.9 0.5 3.5 10.1 2.4

４０歳代 139 29.5 12.2 4.3 2.9 3.6 3.6 1.4 2.9 6.5 1.4

５０歳代 94 23.4 11.7 3.2 2.1 2.1 1.1 2.1 － 5.3 3.2

６０歳代 68 20.6 7.4 5.9 1.5 1.5 1.5 － 10.3 2.9 1.5

７０歳代 47 27.7 14.9 4.3 4.3 － 2.1 4.3 6.4 6.4 4.3

８０歳以上 15 13.3 6.7 6.7 － － － － 6.7 6.7 －

無回答・無効 13 15.4 7.7 － － 15.4 － － － － －

区分

奈
良
県

滋
賀
県

和
歌
山
県

中
国
地
方

四
国
地
方

中
部
地
方

関
東
地
方

九
州
地
方

東
北
・
北
海
道
地
方

海
外

無
回
答

全  体 0.8 1.0 － 3.2 1.2 3.1 7.5 1.6 0.3 0.9 14.5

１０歳代 － － － － － － － － － － －

２０歳代 0.4 1.7 － 1.7 2.6 5.2 4.8 2.2 0.4 0.4 17.3

３０歳代 1.1 0.5 － 3.2 0.8 2.9 7.2 0.8 0.3 1.3 9.8

４０歳代 － 1.4 － 4.3 2.2 0.7 8.6 0.7 － 2.2 11.5

５０歳代 2.1 1.1 － 5.3 － 5.3 9.6 4.3 － － 18.1

６０歳代 1.5 1.5 － 4.4 － 1.5 16.2 4.4 － － 17.6

７０歳代 － － － 4.3 － － 6.4 － － － 14.9

８０歳以上 － － － － － － － － 6.7 － 53.3

無回答・無効 － － － － － 7.7 7.7 － － － 46.2
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２ 転居する最も大きなきっかけは何ですか？（※１つだけ選んでください） 

 

「就職・転職・転勤のため」が

最も多く 22.6％、次に「結婚のた

め」が 20.5％、「家族や親族と同

居・近居するため」が 14.5％であ

った。 

その他の内訳は、「物件の都

合」、「子育てのため」、「離

婚、離別」などであった。 

 

 転居する最も大きなきっかけを

年代別に見ると、20 歳代、30 歳代

では「結婚のため」の回答が最も

多く、２割を超えた。 

 前回と比較して、「より良い周

辺環境を求めて」が 2.4ポイント高

くなった。 

 

 

  

就職・転職・転勤のため

22.6%

(223人)

退職のため

2.0%

(20人)

進学、転校など

学校の都合

1.8%

(18人)

結婚のため

20.5%

(202人)
家族や親族と同居・近居するため

14.5%

(143人)

家族や親族から独立するため

1.9%

(19人)

より良い住宅を求めて

8.7%

(86人)

より良い周辺環境を求めて

8.7%

(86人)

その他

5.3%

(52人)

無回答

13.8%

(136人) n=985 

就職・転職・転勤のため 退職のため

進学、転校など学校の都合 結婚のため

家族や親族と同居・近居するため 家族や親族から独立するため

より良い住宅を求めて より良い周辺環境を求めて

その他 無回答

就職・転職・転勤のため 退職のため

進学、転校など学校の都合 結婚のため

家族や親族と同居・近居するため 家族や親族から独立するため

より良い住宅を求めて より良い周辺環境を求めて

その他 無回答

１０歳代
（n=2）

２０歳代
（n=231）

３０歳代
（n=376）

４０歳代
（n=139）

５０歳代
（n=94）

６０歳代
（n=68）

７０歳代
（n=47）

８０歳以上
（n=15）

無回答・無効
（n=13）

27.7

25.3

25.2

21.3

11.8

7.7

1.7

1.3

4.3

7.4

2.1

7.7

50.0

0.9

1.3

3.6

5.3

28.1

28.5

15.1

7.4

6.7

7.7

50.0

9.1

9.6

15.1

18.1

29.4

40.4

33.3

23.1

1.7

1.6

2.2

3.2

2.9

2.1

5.6

10.1

12.2

8.5

7.4

8.5

7.7

4.3

10.6

6.5

7.4

14.7

21.3

6.1

3.5

7.9

6.4

4.4

8.5

6.7

14.7

8.2

12.2

18.1

22.1

17.0

53.3

46.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回
（n=985）

前回
（n=1,168）

22.6

22.9

2.0

1.9

1.8

1.8

20.5

23.3

14.5

13.1

1.9

2.0

8.7

9.1

8.7

6.3

5.3

7.2

13.8

12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３ 転居先として、明石市以外のまちを検討しましたか？（※１つだけ選んでください） 

 

「他のまちは検討せず、明石市

内だけで探した」が最も多く

50.2％、「他のまちも検討した

が、明石市に決めた」が 34.9％で

あった。 

「他のまちも検討したが、明石

市に決めた」のうち、明石市以外

の具体的な場所は「神戸市」が

62.5％、加古川市が 20.6％であっ

た。 

 

 転居先として、明石市以外のま

ちを検討したかについて年代別に

見ると、10 歳代～30 歳代で「他の

まちは検討せず、明石市内だけで

探した」の割合が５割を超え高く

なっている。 

 前回と比較して、大きな変化は

見られなかった。 

 

  

他のまちは検討せず、明石市内だけで探した

50.2%

(494人)

他のまちも検討したが、明石市に決めた

34.9%

(344人)

無回答

14.9%

(147人) n=985 

１０歳代
（n=2）

２０歳代
（n=231）

３０歳代
（n=232）

４０歳代
（n=144）

５０歳代
（n=139）

６０歳代
（n=94）

７０歳代
（n=68）

８０歳以上
（n=47）

無回答・無効
（n=15）

100.0

57.1

50.8

46.0

42.6

48.5

48.9

33.3

30.8

26.8

41.5

41.7

36.2

29.4

21.3

6.7

23.1

16.0

7.7

12.2

21.3

22.1

29.8

60.0

46.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他のまちは検討せず、明石市内だけで探した 他のまちも検討したが、明石市に決めた 無回答

他のまちは検討せず、明石市内だけで探した 他のまちも検討したが、明石市に決めた 無回答

今回
（n=985）

前回
（n=1,168）

50.2

48.8

34.9

36.0

14.9

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４ 転居先を決める際に考慮した住宅環境として、大きなものは次のどれですか？（※３つまで

選んでください。） 

「電車やバス、道路など交通の利便性が高い」が最も多く 41.7％、次に「日常の買い物が便

利である」が 31.2％、「子育て支援に関する施策が充実している」が 26.3％、「勤務地や学

校に近い」17.2％であった。 

その他の内訳は、「周りの環境が良かった」、「実家がある、実家に近い場所」などであっ

た。 

前回と比較して、「子育て支援に関する施策が充実している」が 8.1ポイント高くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※前回調査では、「中学１年生での 35人学級」「中学校給食の無償化」「高校生年代までのこど

も医療費無料化」の選択肢はありませんでした。 

  

※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=985 

にならず、回答割合の合計も 100％にならない。 今回 前回

％

日常の買い物が便利である

電車やバス、道路など交通の利便性が高い

病院など医療施設が充実している

緑や海、公園など自然が豊かである

学校の教育環境が良い

小学１年生での30人学級

中学１年生での35人学級

小中学校でのエアコンの設置

中学校給食の無償化

子育て支援に関する施策が充実している

高校生年代までのこども医療費無料化

第２子以降の保育料の完全無料化

公共施設（親子交流スペースハレハレ等）
の入場無料

地域のこども支援活動（こども食堂、
子育て支援センター等）

海産物、野菜など食がおいしい

まちのイメージが良い

会社や工場など働く場所が多い

地震や台風、豪雨など自然災害が少ない

治安が良い

住宅の規模や価格など住宅事情が良い

勤務地や学校に近い

親や子どもの家に近い

友人・知人がいる

会社の社宅、寮がある

その他

無回答

31.2％（307人）

41.7％（411人）

6.7％（66人）

10.4％（102人）

2.4％（24人）

1.0％（10人）

0.0％（0人）

0.0％（0人）

1.0％（10人）

26.3％（259人）

16.2％（160人）

5.7％（56人）

0.4％（4人）

0.7％（7人）

1.5％（15人）

8.2％（81人）

0.9％（9人）

4.0％（39人）

10.1％（99人）

11.1％（109人）

17.2％（169人）

15.7％（155人）

4.0％（39人）

2.2％（22人）

5.8％（57人）

14.9％（147人）

27.9％（326人）

43.0％（502人）

6.8％（79人）

11.3％（132人）

2.3％（27人）

0.5％（6人）

－

0.5％（6人）

－

18.2％（213人）

－

4.5％（52人）

0.2％（2人）

0.3％（3人）

2.2％（26人）

5.1％（59人）

0.7％（8人）

6.1％（71人）

8.9％（104人）

14.6％（170人）

19.1％（223人）

20.1％（235人）

4.9％（57人）

4.1％（48人）

3.5％（41人）

14.6％（170人）

0 20 40 60 80

「学校の教育環境が良い」の内訳 

「子育て支援に関する施策が 

充実している」の内訳 
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転居先を決める際に考慮した住宅環境として、大きなものについて年代別に見ると、10 歳代

～60 歳代で「電車やバス、道路など交通の利便性が高い」、70 歳代では「日常の買い物が便

利である」、80 歳以上で「親や子どもの家に近い」の割合が高くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分

回
答
者
数

（
件

）

日
常
の
買
い
物
が
便

利
で
あ
る

電
車
や
バ
ス

、
道
路

な
ど
交
通
の
利
便
性

が
高
い

病
院
な
ど
医
療
施
設

が
充
実
し
て
い
る

緑
や
海

、
公
園
な
ど

自
然
が
豊
か
で
あ
る

学
校
の
教
育
環
境
が

良
い

子
育
て
支
援
に
関
す

る
施
策
が
充
実
し
て

い
る

海
産
物

、
野
菜
な
ど

食
が
お
い
し
い

ま
ち
の
イ
メ
ー

ジ
が

良
い

会
社
や
工
場
な
ど
働

く
場
所
が
多
い

全  体 985 31.2 41.7 6.7 10.4 2.4 26.3 1.5 8.2 0.9

１０歳代 2 50.0 50.0 － － － － － 50.0 －

２０歳代 231 32.9 44.6 4.3 7.4 1.3 26.0 0.9 13.0 －

３０歳代 376 32.7 46.0 4.3 11.2 3.5 39.9 2.1 8.0 1.9

４０歳代 139 28.1 38.1 10.8 12.9 3.6 25.2 0.7 9.4 0.7

５０歳代 94 25.5 36.2 6.4 11.7 2.1 6.4 1.1 2.1 1.1

６０歳代 68 33.8 39.7 11.8 8.8 1.5 8.8 － 1.5 －

７０歳代 47 38.3 31.9 19.1 12.8 － 2.1 6.4 6.4 －

８０歳以上 15 13.3 13.3 13.3 13.3 － － － － －

無回答・無効 13 7.7 23.1 － － － 7.7 － 7.7 －

区分

地
震
や
台
風

、
豪
雨

な
ど
自
然
災
害
が
少

な
い

治
安
が
良
い

住
宅
の
規
模
や
価
格

な
ど
住
宅
事
情
が
良

い 勤
務
地
や
学
校
に
近

い 親
や
子
ど
も
の
家
に

近
い

友
人
・
知
人
が
い
る

会
社
の
社
宅

、
寮
が

あ
る

そ
の
他

無
回
答

全  体 4.0 10.1 11.1 17.2 15.7 4.0 2.2 5.8 14.9

１０歳代 － － － － － － － 50.0 －

２０歳代 0.9 13.9 10.4 22.5 12.6 6.1 3.5 2.6 16.0

３０歳代 3.7 10.1 13.8 18.4 17.3 2.4 1.6 5.1 8.5

４０歳代 3.6 10.8 12.2 18.0 13.7 3.6 1.4 8.6 11.5

５０歳代 6.4 5.3 8.5 17.0 16.0 4.3 5.3 10.6 19.1

６０歳代 10.3 4.4 8.8 7.4 17.6 5.9 1.5 7.4 23.5

７０歳代 8.5 12.8 2.1 2.1 19.1 4.3 － 4.3 29.8

８０歳以上 － － － － 26.7 6.7 － 6.7 46.7

無回答・無効 7.7 － 7.7 7.7 15.4 － － 7.7 53.8



 

Ⅲ 調査の結果 
５）全市民対象と直近５年以内の転入者対象の比較について 
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１. 年齢構成 

回答者に占める割合としては、全市民対象では50歳代以上が約65%、5年以内の転入者では20歳代、

30歳代が約60%となった。 

 

 

 

年代 
全市民対象 

（3,000人） 

5年以内の転入者対象 

（2,000人） 

住基上の 

年齢構成 

10歳代 5 0.3％ 2 0.2％ 2.1％ 

20歳代 74 4.0％ 231 23.5％ 11.4％ 

30歳代 213 11.4％ 376 38.2％ 14.6％ 

40歳代 332 17.8％ 139 14.1％ 15.9％ 

50歳代 365 19.6％ 94 9.5％ 17.6％ 

60歳代 335 18.0％ 68 6.9％ 13.0％ 

70歳代 336 18.0％ 47 4.8％ 14.2％ 

80歳以上 165 8.9％ 15 1.5％ 11.1％ 

無回答 37 2.0％ 13 1.3％ － 

合計 1,862 100％ 985 100％ 100％ 

0.3% 4.0%

11.4%

17.8%

19.6%

18.0%

18.0%

8.9%

2.0%

全市民対象
20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

0.2%

23.5%

38.2%

14.1%

9.5%

6.9%

4.8%
1.5% 1.3%

５年以内の転入者対象

20 歳代 

 

 
50 歳代 

 

60 歳代 

70 歳代 
80 歳以上 

10 歳代 

 

無回答 10 歳代 

30 歳代 

 

40 歳代 
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２. （問２）今後の明石のまちづくりについて 

◆ ここ数年、良くなった分野（施策に対する満足度） 

子育て環境の充実が、全市民対象、５年以内の転入者対象のいずれも２位とのポイントを大き

く引き離した１位となった。 

また、順位は異なるが「本のまちの推進」「地域福祉の推進」「公園の整備・緑化の推進」は

良くなった分野として共通している。 

 

順位 全市民対象（3,000人） 5年以内の転入者対象（2,000人） 

１位 子育て環境の充実（62.5％） 子育て環境の充実（69.8％） 

２位 本のまちの推進（17.4％） 公園の整備・緑化の推進（13.3％） 

３位 地域福祉の推進（12.8％） 本のまちの推進（12.6％） 

４位 高齢者支援の充実（12.0％） 地域福祉の推進（11.3％） 

５位 公園の整備・緑化の推進（10.6％） 交通体系の構築（8.8％） 

 

 

◆ 今後、強く推進すべき分野（施策の重要度） 

順位は異なるが１位～５位まで同じ結果となった。 

全市民対象では、「高齢者支援の充実」が、５年以内の転入者対象では「子育て環境の充実」

が１位となった。いずれも、今後さらに強く推進すべき分野と考えられる。 

 

順位 全市民対象（3,000人） 5年以内の転入者対象（2,000人） 

１位 高齢者支援の充実（26.6％） 子育て環境の充実（32.6％） 

２位 安全安心な水の安定供給（21.4％） 学校教育の充実（23.4％） 

３位 地域医療の充実（19.8％） 交通体系の構築（18.1％） 

４位 交通体系の構築（16.6％） 地域医療の充実（18.0％） 

５位 学校教育の充実（14.6％） 
高齢者支援の充実/安全安心な水の 

安定供給（14.2％） 

 

 

 



 

Ⅲ 調査の結果 
６）今後のまちづくり関するご意見・ご提案について（問５） 
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１. 結果概要 

これからの明石のまちづくりについて自由記述でご意見・ご提案を求めたところ、約４割の

1,142名から、のべ1,419件の意見をいただいた。 

 

 

 

施策ごとに分類すると、下図のとおりである 

（複数の分野に関する意見は、それぞれの件数に計上している。）。 

 

 

 

 

意見あり

40.1％

(1,142人)

意見なし

59.9％

(1,705人)

n=2,847 
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意見の多かった施策分野ごとにその内容を見ると、以下のとおりである。 

 

⑴ 交通体系の構築（243 件） 

国道 2 号線の渋滞の渋滞緩和と、バスとたこバスの運行本数の増加を求める意見が多かった。ほか

にも、道路幅が狭すぎることや自転車道の整備、歩道を歩くときに狭くて危険を感じるという意見も

見られた。 

 

⑵ 子育て環境の充実（211 件） 

補助金などの支援の充実を評価する一方、力を入れすぎではないかという意見も見られた。ほかに

も、保育園の待機児童の解消や、第一子からの保育料の無償化、小児科が近くにない、予約が取れな

いという意見も多く見られた。 

 

⑶ 防災・生活安全対策の推進（115 件） 

南海トラフに備えた避難場所の整備や備えを求める意見が多く見られたほか、治安維持を求める意

見も多く見られた。また、夜の道路が暗いことから街灯の設置、防犯カメラの設置を求める意見も見

られた。 

 

⑷ 住環境の充実（93 件） 

歩道や通学路の安全性や不動産の活用に関する要望が多く見られたほか、住宅地や空き地などの不

動産活用に関する意見も多かった。また、小児科をはじめとした病院不足に関する意見も散見された。 

 

⑸ 高齢者福祉の充実（83 件） 

子育て支援の充実と同じように、高齢者支援の充実も求める意見が多かった。また、遠くにある商

業施設への移動のためのたこバスの拡大運行、介護施設の増設や充実を求める意見も見られた。 

 

⑹ 学校教育の充実（75 件） 

教師の資質向上や人手不足、生徒数が増加したことによる個々の生徒への対応不足の意見が多かっ

た。また、学校給食の無償化や内容の充実を求める意見も見られた。 

 

⑺ 市民ニーズに対応した行政経営（71 件） 

行政施策は子育て世代に手厚い一方で、働き盛り世代や高齢者、子どもがいない住民にも配慮した

支援の拡充を求める意見が多かった。 

 

⑻ 公園の整備・緑化の推進（57 件） 

公園の増設や広さを求める意見が多く見られたほか、緑化をも求める意見も多かった。また、子供

が遊んだり騒げたりするような公園づくりについての意見も見られた。 

 

⑼ 社会保障制度の円滑な運営（48 件） 

子育て支援は充実しているが、独身者や働く世代、高齢者にも目を向けた支援を求める意見が多か

った。また、高校無償化、働きやすい環境、不妊治療支援など多岐に渡る施策が望む意見も見られた。 

 

⑽ 障害者福祉の充実（42 件） 

障害者や特別な支援を必要とする方々の福祉充実を求める意見が多く見られたほか、教育環境やバ

リアフリー化、収入制限の見直し、移動手段の整備など、多様なニーズに応じた支援の拡大について

の意見も見られた。 

 


